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一

漢
字
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硏
究　

第
五
號

キ
ー
ワ
ー
ド　

西
周
金
文　

編
鐘　

楚　

晉　

晉
侯
墓
地　

人
首　

祭
祀　

銅　

女
性
稱
謂　

異
地
出
土
器

器
名　

楚
公
逆
鐘

時
代　

西
周
晩
期

出
土一

九
九
三
年
九
月
か
ら
一
九
九
四
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
山
西
省
北
趙
晉
侯
墓

地
第
四
次
發
掘
に
よ
り
、
第
六
四
號
墓
か
ら
出
土
し
た
。
北
趙
晉
侯
墓
地
の
概
要

に
つ
い
て
は
、『
漢
字
學
研
究
』
第
四
號
掲
載
の
拙
稿
「
金
文
通
解　

晉
侯
蘇
鐘
」

を
參
照
。
六
四
號
墓
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
夏
商
周
斷
代
工
程
專
家
組
『
夏
商
周

斷
代
工
程1996

―2000

年
階
段
成
果
報
告
』（
世
界
圖
書
出
版
公
司
、
二
〇
〇
〇

年
）、
一
八
頁
に
、
三
種
の
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
Ａ
Ｍ
Ｓ
炭
素
一
四
年
代
測
定
に
よ

る
數
値
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
八
〇
四
〜
前
七
八
九
年
（
六
四
號
墓

人
骨
）、
前
八
〇
〇
〜
前
七
八
五
年
（
八
七
號
墓
（
六
四
號
墓
の
祭
牲
））、
前

八
〇
〇
〜
七
八
四
年
（
六
四
號
墓
木
炭
）
と
な
る
。

收
藏　

山
西
博
物
院

著
録

①  

山
西
省
考
古
研
究
所
・
北
京
大
學
考
古
系
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
四
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
八
期
）

②  

黄
錫
全
・
于
炳
文
「
山
西
晉
侯
墓
地
所
出
楚
公
逆
鐘
銘
文
初
釋
」（『
考
古
』

一
九
九
五
年
第
二
期
。
後
に
黄
錫
全
『
古
文
字
論
叢
』、
藝
文
印
書
館
、

一
九
九
九
年
に
收
録
）

③  

中
國
靑
銅
器
全
集
編
輯
委
員
會
編
『
中
國
靑
銅
器
全
集
』
第
六
卷
（
文
物
出
版

社
、
一
九
九
七
年
）、
一
一
一

④  

上
海
博
物
館
編
『
晉
國
奇
珍
―
山
西
晉
侯
墓
群
出
土
文
物
精
品
』（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑤  
湖
北
省
博
物
館
編
『
晉
國
寶
藏
―
山
西
出
土
晉
國
文
物
特
典
』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）

⑥  

髙
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
』
第
二
集
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

近
出97

二
編2

金
文
通
解

楚
公
逆
鐘

佐　
　

藤　
　

信　
　

弥



楚
公
逆
鐘

七
二

新
收891

〜898
模
釋
總
集　

第
七
册
一
八
五
八
頁
・
二
一
一
六
〜
二
一
一
七
頁
及
び
第
八
册

二
二
四
四
頁

銘
圖15500
〜15501

・15110

考
釋

⑦
李
學
勤
「
試
論
楚
公
逆
編
鐘
」（『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
二
期
）

⑧
劉
彬
徽
「
楚
金
文
和
竹
簡
的
新
發
現
與
研
究
」（『
于
省
吾
敎
授
百
年
誕
辰
紀
念

文
集
』、
吉
林
大
學
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）

⑨
吉
本
道
雅
「
楚
公
랛
鐘
の
周
邊
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
一
三
卷
、

一
九
九
七
年
）

⑩
楊
寛
「
關
於
楚
公
逆
編
鐘
」（『
西
周
史
』
第
五
編
第
一
章
補
記
、
上
海
人
民
出

版
社
、
一
九
九
九
年
）

⑪
陳
雙
新
「
青
銅
樂
器
自
名
研
究
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
〇
一
年
第
三
期
）

⑫
王
健
「
從
楚
公
逆
鐘
銘
文
論
到
西
周
的
方
伯
制
度
」（『
中
國
歴
史
地
理
論
叢
』

二
〇
〇
二
年
第
二
期
）

⑬
柯
鶴
立
（Constance A.Cook

）「
試
論
晉
侯
邦
父
墓
中
的
楚
公
逆
編
鐘
」（
上

海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
青
銅
器
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』、
上
海
書

畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑭
高
至
喜
「
晉
侯
墓
地
出
土
楚
公
逆
編
鐘
的
幾
個
問
題
」（
上
海
博
物
館
編
『
晉

侯
墓
地
出
土
青
銅
器
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』、
上
海
書
畫
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）

⑮
劉
緒
「
晉
侯
邦
父
墓
與
楚
公
逆
鐘
」（
高
崇
文
等
主
編
『
長
江
流
域
青
銅
文
化

研
究
』、
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑯
彭
裕
商
『
西
周
靑
銅
器
年
代
綜
合
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）

⑰
段
渝「
楚
公
逆
編
鐘
與
周
宣
王
伐
楚
」（『
社
會
科
學
研
究
』二
〇
〇
四
年
第
二
期
）

⑱
白
川
靜
「
金
文
通
釋
附
記
」、
卷
四
・
二
二
七
（『
金
文
通
釋
』
卷
七
、『
白
川
靜

著
作
集
別
卷
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
）

⑲
李
朝
遠
「
楚
公
逆
鐘
的
成
編
方
式
及
其
他
」（『
青
銅
器
學
步
集
』、文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）

⑳
陳
劍
「
晉
侯
墓
銅
器
小
識
」（『
中
國
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
六
期
。
後
に

『
甲
骨
金
文
考
釋
論
集
』、
線
裝
書
局
、
二
〇
〇
七
年
に
收
錄
）

㉑
董
珊
「
晉
侯
墓
出
土
楚
公
逆
鐘
銘
文
新
探
」（『
中
國
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
六
年

第
六
期
）

㉒
鄒
芙
都
『
楚
系
銘
文
綜
合
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）

㉓
胡
長
春
『
新
出
殷
周
靑
銅
器
銘
文
整
理
與
研
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

上
篇
、21

㉔
黄
錦
前
「
楚
公
逆
鐘
銘
文
補
説
」（『
中
国
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
九
年
第
六
期
）

㉕
高
西
省
「
楚
公
編
鐘
及
有
關
問
題
」（『
文
物
』
二
〇
一
五
年
第
一
期
）

著
録
等
略
稱

集
成　

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
七
年
修
訂
增
補
本
）

近
出　

劉
雨
・
盧
岩
編
『
近
出
殷
周
金
文
集
録
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）

新
收　

鍾
柏
生
等
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』（
藝
文
印
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）
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二
編　

劉
雨
・
盧
岩
編
『
近
出
殷
周
金
文
集
録
二
編
』（
中
華
書
局
、二
〇
〇
九
年
）

模
釋
總
集　

張
桂
光
主
編
『
商
周
金
文
模
釋
總
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）

銘
圖　

呉
鎭
烽
編
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
暨
圖
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）

合
集　

郭
沫
若
主
編
、
中
國
社
會
科
學
院
歴
史
研
究
所
編
『
甲
骨
文
合
集
』（
中

華
書
局
、
一
九
七
七
〜
一
九
八
二
年
）

器
制全

八
件
の
編
鐘
で
、
い
ず
れ
も
甬
鐘
。
④
『
晉
國
奇
珍
』・
⑲
李
朝
遠
・
㉕
高
西

省
は
、
銘
文
の
内
容
と
器
の
紋
樣
に
よ
り
こ
れ
ら
を
二
類
三
形
式
に
分
け
て
い
る
。

第
一
類
の
銘
文
は
楚
公
逆
の
こ
と
を
記
し
、
前
半
の
六
件
（M

64:92

〜97

）

が
こ
れ
に
屬
す
る
。
紋
樣
の
違
い
に
よ
り
、
更
に
二
形
式
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一

形
式
（M

64:92

及
び94

）
は
、鉦
・
篆
の
閒
を
そ
れ
ぞ
れ
二
重
の
陰
線
で
區
切
り
、

篆
部
に
墨
魚
紋
（
蟬
紋
）、
正
鼓
部
に
龍
・
虎
・
鳥
紋
、
右
鼓
部
に
穿
山
甲
紋
を

配
す
る
。
第
二
形
式
（M

93

・95

〜97

）
も
基
本
的
な
形
制
・
紋
樣
は
共
通
す

る
が
、
こ
ち
ら
は
鉦
・
篆
の
閒
に
更
に
乳
釘
紋
が
あ
る
。
㉕
高
西
省
は
、
こ
れ
ら

六
件
を
楚
地
で
鑄
造
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
編
鐘
の
本
來
の
順
序
は
、
各
鐘

の
測
音
結
果
を
根
據
と
し
て
、M

64:92

・93

・94

〜99

で
は
な
く
、M

64:92
・

94

・93

・95

〜99

で
あ
る
と
す
る
。
⑤
『
晉
國
寶
藏
』
掲
載
の
寫
眞
で
は
こ
の

順
番
で
各
鐘
を
竝
べ
て
い
る
。
ま
た
①
簡
報
に
よ
る
と
、M

64:93

に
は
調
律
の

た
め
の
窪
み
が
存
在
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
鐘
に
窪
み
が
存
在
す

る
か
ど
う
か
は
言
及
し
て
い
な
い
。

第
二
類
の
銘
文
は
낺
㝅
に
よ
る
作
器
の
こ
と
を
記
し
、
第
一
類
と
は
ま
っ
た
く

關
係
の
な
い
内
容
で
あ
る
。
後
半
の
二
件（M

64:98

・99

）が
こ
れ
に
屬
す
る
。
鉦
・

篆
の
閒
を
そ
れ
ぞ
れ
太
い
單
線
の
陰
線
で
區
切
り
、
篆
部
と
正
鼓
部
に
雲
紋
、
右

鼓
部
に
鳥
紋
を
配
す
る
。
特
に
㉕
高
西
省
は
、
こ
の
二
件
は
典
型
的
な
關
中
地
區

の
甬
鐘
で
あ
り
、
第
一
類
に
屬
す
る
六
件
と
は
明
確
な
差
異
が
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
紋
飾
・
銘
文
の
違
い
か
ら
、
⑲
李
朝
遠
・
㉕
高
西
省
は
、
楚
公
逆

鐘
は
元
來
乳
釘
紋
の
な
い
も
の
と
あ
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
一
セ
ッ
ト
ず
つ
造
ら
れ

て
い
た
の
が
、
戰
爭
に
よ
る
獲
取
あ
る
い
は
平
和
的
な
贈
與
に
よ
っ
て
そ
の
う
ち

の
六
件
が
晉
侯
の
手
に
歸
し
、
六
四
號
墓
に
副
葬
さ
れ
る
際
に
、
一
セ
ッ
ト
（
八

件
）
の
數
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
音
律
の
合
う
別
の
編
鐘
か
ら
二
件
が
選
ば
れ
た

の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
本
器
の
よ
う
に
形
制
・
紋
樣
の
異
な
る
鐘
を
組

み
合
わ
せ
て
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
編
鐘
と
す
る
の
は
、
西
周
期
に
よ
く
見
ら
れ
る
現
象

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
號
掲
載
の
「
晉
侯
蘇
鐘
」
で
高
西
省
の
研
究
を
引

き
、
言
及
し
た
。
晉
侯
蘇
鐘
（
近
出35

〜50

）
も
や
は
り
三
種
の
異
な
る
鐘
か

ら
成
る
編
鐘
で
あ
る
。

鐘
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
⑤
『
晉
國
寶
藏
』
を
例
外
と
し
て
、
①
簡
報
・
④

『
晉
國
奇
珍
』
な
ど
、M

64:93

の
尺
寸
し
か
記
載
し
な
い
。
④
『
晉
國
奇
珍
』
に

よ
る
と
、
通
高51

㎝
、
舞
（
鐘
本
體
の
頂
部
）
の
縱
幅17.8

㎝
、
舞
の
橫
幅

23.7

㎝
、
鼓
閒
（
底
部
縱
幅
）19.6

㎝
、
銑
閒
（
底
部
橫
幅
）28.8

㎝
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
次
の
「
銘
文
」
欄
で
述
べ
る
事
情
に
よ
り
、M

64:93

で
は
な

くM
64:92

の
デ
ー
タ
で
あ
る
可
能
性
が
存
在
す
る
。
⑤
『
晉
國
寶
藏
』
は
、
最

大
の
も
の
（
お
そ
ら
くM

64:92

）
の
通
高
が51

㎝
、
銑
閒28.8

㎝
、
最
小
の
も

の
（
お
そ
ら
くM

64:99

）
の
通
高22

㎝
、
銑
閒12

㎝
と
す
る
。



楚
公
逆
鐘

七
四

M
64:92

器
影
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）　　
　
　

   

M
64:93

器
影
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

M
64:98

器
影
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）　　
　
　

   

M
64:93

線
圖
（
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
）

銘
文楚

公
逆
の
作
器
に
よ
るM

64:92

〜97

に
つ
い
て
は
、
銘
文
は
各
鐘
と
も
同

内
容
と
さ
れ
て
い
る
。
字
數
は
、
①
簡
報
はM

64:93

を
全
六
八
文
字
と
す
る
が
、

⑱
李
朝
遠
は
、
①
簡
報
掲
載
の
圖
六
の
鉦
部
銘
文
寫
眞
と
、
同
書
掲
載
釋
文
に
異



七
五

漢
字
學
硏
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同
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
根
據
に
（
た
と
え
ば
冒
頭
の
「
楚
公
逆
祀

（
厥
）
先
高

꼥
（
祖
）
考
」
の
「

（
厥
）」
字
が
銘
文
寫
眞
で
は
存
在
し
な
い
）、
同
書
釋
文

はM
64:93

で
は
な
くM

64:92

の
も
の
を
も
と
に
作
成
し
た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
銘
の
圖
版
に
關
し
て
は
各
著
録
に
錯
誤
が
あ
る
よ
う
で
、
⑲
李

朝
遠
に
よ
れ
ば
、
①
簡
報
及
び
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
掲
載
のM

64:93

の
線
圖
は
、

鐘
の
形
制
はM

64:93
で
あ
る
が
、
銘
文
の
部
分
はM

64:92

の
も
の
を
模
寫
し

て
い
る
こ
と
、
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
掲
載
の
銘
文
拓
本
及
び
銘
文
の
模
本
も
、

M
64:92

の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
『
晉
國
奇
珍
』
にM

64:93

の
も
の
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
鐘
本
體
の
寫
眞
と
拓
本
も
、M

64:92

の
誤
り
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
（
よ
っ
て
「
器
制
」
欄
に
紹
介
し
た
鐘
の
通
高
等
はM
64:92

の
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
）。

⑤
『
晉
國
寶
藏
』
は
、
李
朝
遠
の
言
うM

64:93
銘
文
寫
眞
の
ほ
か
、M

64:92

（
鉦
部
・
鼓
部
兩
方
）・M

64:93

（
鉦
部
の
み
）・M

64:94

（
鼓
部
の
み
）・

M
64:95

（
鉦
部
の
み
）・M

64:97

（
鼓
部
の
み
）
の
各
種
の
拓
本
を
掲
載
す
る
。

⑮
劉
緒
は
銘
文
部
分
が
最
も
は
っ
き
り
し
たM

64:96

を
主
と
し
、
そ
の
他
の

各
鐘
を
參
照
し
て
釋
讀
を
行
っ
た
と
言
う
が
、
同
書
に
掲
載
す
る
銘
文
拓
本
は
、

④『
晉
國
奇
珍
』に
掲
載
の
も
の
と
同
じ（
す
な
わ
ちM

64:92

の
も
の
）で
あ
る
。

⑲
李
朝
遠
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
銘
圖
は
、
銘
文
拓
本
の
出
處
に
つ
い
てM

64:93

の
ま
ま
と
す
る
一
方
で
、
①
簡
報
掲
載
の
圖
六
よ
り
轉
載
し
た
鉦
部
銘
文
寫
眞
に

つ
い
て
はM
64:95

の
も
の
と
す
る
が
、
そ
の
根
據
は
記
さ
な
い
。
本
稿
で
取
り

上
げ
る
本
銘
の
銘
文
は
、
⑲
李
朝
遠
の
言
うM

64:92

の
も
の
に
沿
っ
て
釋
讀
を

進
め
て
い
く
。

模
本
に
つ
い
て
は
、
①
簡
報
及
び
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
掲
載
の
も
の
の
ほ
か
、

模
釋
總
集
で
はM
64:92

に
加
え
て
①
簡
報
掲
載
の
銘
文
寫
眞
の
方
の
模
本
も
掲

載
し
て
い
る
。
し
か
し
寫
眞
か
ら
問
題
な
く
目
視
さ
れ
る
文
字
が
缺
字
と
な
っ
て

い
た
り
と
、
そ
の
精
度
に
は
問
題
が
あ
る
。

낺
㝅
の
作
器
に
よ
るM

64:98

・99

、
す
な
わ
ち
낺
㝅
鐘
に
つ
い
て
は
、
本
來

楚
公
逆
鐘
と
は
別
に
取
り
扱
う
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
字
數
が
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
本
稿
で
は
一
括
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
や
は
り
二
件
と
も
同
じ
銘

文
を
記
し
て
い
る
と
さ
れ
、
字
數
は
七
文
字
で
あ
る
。
⑤
『
晉
國
寶
藏
』
の
み
そ

の
拓
本
（M

64:98

の
も
の
）
を
掲
載
す
る
。
新
收
に
は
鉦
部
の
模
本
を
掲
載
す

る
が
、
後
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
冒
頭
の
一
字
を
誤
っ
て
模
寫
し
て
い
る
。

楚
公
逆
鐘

楚
公
逆
鐘
（M

64:92

〜97

）　

總
字
數
六
八
字

M
64:92　

銘
文
拓
本
（
⑲
李
朝
遠
）



楚
公
逆
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七
六

M
64:92　

銘
文
模
本
（
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
）

M
64:93　

銘
文
寫
眞
（
①
簡
報
）

（
鉦
部
）唯

八
月
甲
午
、
楚
公
逆
祀

（
厥
）
先

高
꼥
（
祖
）
考
、
夫
（
大
）
工
（
貢
）
四
方
首
。
楚
公
逆

出
求
人
、
用
祀
四
方
首
、
休
多
젊
（
禽
）。
顉
（
欽
）

젇
（
融
）
内
（
納
）
鄕
（
饗
）
赤
金
九
邁
（
萬
）
鈞
。
楚
公

逆
用
自
乍
（
作
）
龢
（
和
）
쀖
（
齊
）

鐘
百
飤
（
肆
）。
楚

（
左
鼓
部
）

公
逆
其
邁
（
萬
）
年

壽
用
、
保

（
厥
）
大

邦
、
永
寶
。

낺
㝅
鐘鐘
（M

64:98

〜99

）　

總
字
數
八
字
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M
64:98　

銘
文
拓
本
（
⑤
『
晉
國
寶
蔵
』）

M
64:98

〜99　

鉦
部
模
本
（
新
收897
〜898

）

（
鉦
部
）
낺
㝅
其
子

（
左
鼓
部
）
孫
永
寶
用
。

唯
八
月
甲
午
、

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
は
、
傳
世
の
楚
公
逆
鎛
（
こ
の
銘
に
つ
い
て
は
後
文
「
參

考
」
欄
を
參
照
）
に
「
唯
八
月
甲
申
」
と
あ
る
の
を
擧
げ
、
こ
の
甲
申
（
干
支
番

號21

）
が
本
銘
の
甲
午
（
同31

）
よ
り
十
日
早
い
と
指
摘
し
、
兩
器
が
お
そ
ら

く
同
年
の
同
月
内
に
鑄
造
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
後
文
で
觸
れ
る
よ
う
に
、
本

器
の
作
器
者
楚
公
逆
が
熊
咢
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
周
正
に
よ
れ
ば
熊

咢
七
年
（
前
七
九
三
年
）
の
八
月
に
甲
午
と
甲
申
の
兩
方
が
あ
る
と
す
る
。

⑮
劉
緒
は
、
西
周
晩
期
の
楚
も
戰
國
期
と
同
樣
に
楚
暦
（
顓
頊
暦
）
を
用
い
て

い
た
と
す
れ
ば
、
八
月
に
甲
申
・
甲
午
が
と
も
に
見
え
る
の
は
、
熊
咢
の
二
年
（
前

七
九
八
年
）・
五
年
（
前
七
九
五
年
）・
六
年
（
前
七
九
四
年
）
で
あ
る
と
す
る
。

⑰
段
渝
は
、
楚
暦
は
夏
正
の
系
統
に
屬
す
る
が
、
夏
正
で
あ
ろ
う
と
周
正
で
あ
ろ

う
と
、
本
器
の
鑄
造
は
前
七
九
九
年
・
前
七
九
七
年
・
前
七
九
三
年
の
う
ち
い
ず

れ
か
で
あ
り
、
熊
咢
に
は
八
月
の
甲
日
に
作
器
す
る
風
習
が
あ
っ
た
と
す
る
。

本
銘
は
「
王
の
某
年
」
と
い
っ
た
形
で
特
定
の
紀
年
を
擧
げ
て
お
ら
ず
、
強
い

て
制
作
年
を
穿
鑿
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

楚
公
逆
祀

（
厥
）
先
高
꼥
（
祖
）
考
、

前
述
の
よ
う
に
、
①
簡
報
掲
載
の
銘
文
寫
眞
で
は
「

（
厥
）」
字
が
存
在
し

な
い
。

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
楚
公
逆
は
『
史
記
』
楚
世
家
に
見

え
る
熊
咢
（
熊
鄂
）
に
當
た
る
と
す
る
孫
詒
讓
『
古
籀
拾
遺
』（
卷
中
・
第
七
〜

九
葉
）
の
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
（
楚
王
の
世
系
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
の
附

圖
を
參
照
）。
強
い
て
傳
世
文
獻
に
見
え
る
人
物
に
比
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

と
い
う
疑
問
は
あ
る
が
、
本
稿
で
も
一
應
熊
咢
に
相
當
す
る
人
物
と
見
て
お
く
こ

と
に
す
る
。
た
だ
し
熊
咢
の
名
は
、他
の
出
土
文
獻
、戰
國
中
晩
期
の
淸
華
簡
『
楚

居
』
で
は
、「
逆
」
で
は
な
く
「

噩
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
左
圖
參
照
。
圖

版
は
李
學
勤
主
編
、沈
建
華
・
賈
連
翔
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
【
壹

―
參
】
文
字
編
』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
四
年
）「
噩
」
字
項
よ
り
）。

⑨
吉
本
道
雅
は
、「
楚
公
逆
」、
あ
る
い
は
楚
公
𧱌
鐘
（
集
成42

・



楚
公
逆
鐘

七
八

43
〜45

）
に
見
え
る
「
楚
公
𧱌
」
と
い
う
自
稱
は
、
熊
咢
及
び
楚
公
𧱌
に
比
定

さ
れ
る
若
敖
熊
儀
が
、
本
來
中
原
風
の
「
某
公
」
の
よ
う
な
諡
號
を
有
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
と
指
摘
す
る
。

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
は
、「
祀
」
は
祭
祀
、「
先
」
は
祖
先
の
意
で
あ
り
、「
高

祖
考
」は
高
祖
父
す
な
わ
ち
熊
咢
の
祖
父
の
祖
父
に
當
た
る
熊
渠
を
指
す
と
す
る
。

⑬
柯
鶴
立
は
、「
先
高
祖
考
」
を
楚
開
國
の
君
主
か
つ
楚
公
逆
の
父
親
で
、
お
そ

ら
く
熊
渠
を
指
す
と
し
、
楚
公
逆
は
『
史
記
』
楚
世
家
に
お
い
て
鄂
王
に
立
て
ら

れ
た
熊
渠
の
中
子
の
熊
摯
紅
す
な
わ
ち
熊
鄂
と
す
る
。

し
か
し
「
先
高
祖
考
」
と
は
楚
公
逆
の
父
祖
を
漠
然
と
示
し
た
語
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
、
や
は
り
強
い
て
傳
世
文
献
に
見
え
る
特
定
の
人
物
を
比
定
す
る
必
要

は
あ
る
ま
い
。

夫
（
大
）
工
（
貢
）
四
方
首
。

本
銘
で
解
釋
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
の
は
こ
の
句
で
あ
る
。

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
は
、「
四
方
首
」
の
上
の
二
文
字
を
「
夫
壬
」
と
し
て
「
敷

任
」
と
釋
讀
し
、
分
擔
の
意
と
す
る
。「
四
方
首
」
は
、
楚
の
境
内
、
東
西
南
北

四
方
の
方
國
の
首
領
を
指
す
と
し
、「
敷
任
四
方
首
」
は
、
高
祖
考
を
祭
祀
す
る

の
に
必
要
な
物
品
を
四
方
の
首
領
に
分
擔
さ
せ
る
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
㉒
鄒
芙

都
及
び
㉓
胡
長
春
は
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
の
解
釋
を
採
り
、
近
出
・
新
收
・
模
釋

總
集
・
銘
圖
と
い
っ
た
著
録
類
も
軒
並
み
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
と
同
じ
く
「
夫
壬
」

「
夫
（
敷
）
壬
（
任
）」
な
ど
と
釋
字
す
る
。
⑫
王
健
は
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
の
釋

讀
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
楚
は
周
の
方
伯
と
し
て
、
南
土
の
四
方
の
諸
侯
を
支
配

し
た
と
す
る
。

一
方
、
⑦
李
學
勤
は
、「
四
方
首
」
に
上
の
二
文
字
を
「
大
工
」
と
釋
字
し
て

大
臣
の
意
で
あ
る
と
し
、「
夫
」
字
と
「
大
」
字
は
通
用
す
る
と
言
う
。
そ
し
て

前
句
と
つ
な
げ
て
「
楚
公
逆
祀

（
厥
）
先
高
꼥
（
祖
）
考
・
大
工
・
四
方
首
。」

と
區
切
り
、「
楚
公
逆
は
自
分
の
祖
先
・
父
・
先
世
大
臣
と
四
方
の
神
に
對
し
て
、

人
首
を
用
い
て
祭
祀
す
る
典
禮
を
擧
行
し
た
」
の
意
と
す
る
。
⑱
白
川
靜
も
そ
の

釋
讀
を
踏
襲
す
る
。
他
に
「
大
工
」
の
釋
讀
を
採
る
者
と
し
て
は
、
⑮
劉
緒
は
、

①
簡
報
掲
載
の
銘
文
寫
眞
で
は
こ
の
二
文
字
は「
大
工
」で
あ
る
と
し
、「
大
工（
攻
）

四
方
首
」
は
、
大
擧
し
て
四
方
の
首
領
を
攻
め
る
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
⑦
李
學

勤
説
に
對
し
て
⑲
陳
劍
は
、「
大
工
」
と
釋
字
し
て
「
先
世
大
臣
」
の
意
と
す
る

の
は
解
釋
と
し
て
通
じ
る
が
、
語
法
上
「
四
方
首
」
は
祭
祀
對
象
と
見
る
べ
き
で

あ
る
と
批
判
す
る
。

そ
の
他
の
意
見
と
し
て
は
、
⑧
劉
彬
徽
は
「
楚
公
逆
祀
厥
先
高
祖
考
・
夫
工
四

方
首
」
と
釋
讀
し
、
楚
公
逆
は
四
方
の
敵
の
首
を
用
い
て
そ
の
祖
先
を
祭
祀
す
る

た
め
、
銘
文
の
後
文
に
見
え
る
よ
う
に
出
征
し
た
と
す
る
。
⑬
柯
鶴
立
は
「
敷
攻

四
方
首
〈
責
〉」
と
し
、
四
方
を
攻
め
て
貢
納
品
を
求
め
た
の
意
で
あ
る
と
す
る
。

銘
文
が
明
晰
で
な
い
の
で
、「
四
方
」
の
下
の
一
字
は
、
滅
ぼ
し
た
敵
の
首
を
示

す
「
首
」
字
か
、貢
納
品
を
示
す
「
責
」
字
か
、文
字
が
確
定
で
き
な
い
と
す
る
が
、

「
首
」
字
で
問
題
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
㉑
董
珊
は
「
夫
（
敷
）
工
（
共
・
供
）

四
方
首
」
と
釋
讀
す
る
。「
敷
共
（
供
）」
の
「
敷
」
は
「
布
」
と
訓
じ
、
引
伸
し

て
「
徧
」
の
意
と
な
り
、「
共
（
供
）」
は
祭
品
の
陳
設
を
意
味
し
、「
敷
共
（
供
）」

で
あ
ま
ね
く
祭
祀
す
る
の
意
と
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
四
方
首
」
は
祭
祀
對
象

で
あ
り
、
四
方
の
主
神
と
社
稷
の
神
の
集
合
稱
謂
で
あ
る
と
す
る
。
㉔
黄
錦
前
も



七
九

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

㉑
董
珊
説
に
從
う
。

「
四
方
首
」
に
つ
い
て
は
、
⑩
楊
寛
は
四
方
の
神
を
指
す
と
し
、
戰
國
期
の
楚

帛
書
に
描
か
れ
る
と
こ
ろ
の
四
季
の
神
に
あ
た
り
、
ま
た
傳
世
の
楚
公
逆
鐘
の
紐

上
の
紋
樣
の
裸
鬼（
雷
神
）が
そ
の
四
方
の
神
に
あ
た
る
と
す
る
。
⑰
段
渝
は
、「
四

方
首
」
と
は
「
四
方
守
」
で
あ
り
、
楚
帛
書
に
言
う
「
四
神
」、
す
な
わ
ち
四
方

山
川
の
神
で
あ
る
と
す
る
。

ま
ず
「
夫
工
」
の
二
字
か
ら
確
認
し
て
お
く
と
、
模
釋
總
集
は
、
①
簡
報
掲
載

の
銘
文
寫
眞
の
模
本
に
お
い
て
「
大
」
字
の
上
部
に
短
い
橫
線
を
加
え
て
い
る
が
、

寫
眞
で
は
橫
線
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
寫
眞
の
器
の
該
當
の
文

字
に
關
し
て
は
「
大
」
字
と
見
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
⑲
李
朝
遠
の
言
う

M
64:92

の
「
夫
」
字
も
、
⑦
李
學
勤
の
言
う
よ
う
に
「
大
」
と
通
用
す
る
と
見

て
お
く
こ
と
に
す
る
。
金
文
で
は
他
に
明
確
に
「
大
」「
夫
」
二
字
が
通
用
す
る

例
が
見
出
せ
な
い
が
、
周
知
の
よ
う
に
、「
大
」
と
「
夫
」、
更
に
「
天
」
の
三
文

字
は
、
同
源
の
字
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
徐
中
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典
』、
四
川
辭

書
出
版
社
、一
九
八
八
年
、一
一
四
〇
頁
）。「
工
」
字
に
つ
い
て
は
、實
の
所
「
工
」

字
で
あ
る
の
か
「
壬
」
字
で
あ
る
の
か
を
判
別
す
る
決
め
手
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

①
簡
報
掲
載
の
銘
文
寫
眞
の
該
當
字
もM

64:92

と
同
じ
く
縱
線
の
中
部
に
點
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
該
當
字
が
西
周
後
期
の
「
工
」
字
の
字
形
に
比
較
的
近
い
こ

と
に
よ
り
、「
工
」
字
と
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

「
四
方
首
」
の
「
首
」
に
つ
い
て
は
、
西
周
金
文
で
は
「
稽
首
」「
折
首
」
の
よ

う
な
頭
首
を
指
す
用
例
か
、
あ
る
い
は

簋
（
集
成4207

）
な
ど
に
見
え
る
「
拜

首
」
の
よ
う
に
、「
手
」
字
と
通
用
す
る
例
し
か
存
在
せ
ず
、
首
領
・
首
長
の
意

味
で
の
用
法
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
。
本
銘
の
場
合
に
つ
い
て
も
頭
首
の

意
味
で
解
釋
す
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
工
」
字
を
「
貢
」
字
の
通
假
と
見
て

獻
上
の
意
で
あ
る
と
解
し
て
お
く
。「
工
」
字
を
「
貢
」
と
讀
む
例
は
金
文
に
は

存
在
し
な
い
が
、
王
輝
『
古
文
字
通
假
字
典
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）、

四
五
七
頁
に
よ
れ
ば
、「
其
兄
（
祝
）
工
（
貢
）
父
甲
三
牛
。」【
其
れ
祝
、
父
甲

に
三
牛
を
貢
せ
ん
か
。】（
合
集27462

）
な
ど
、
甲
骨
文
で
本
銘
と
同
じ
く
祖
先

祭
祀
の
文
脈
で
「
貢
」
と
讀
み
得
る
例
が
存
在
す
る
。

「
四
方
」
に
つ
い
て
は
、西
周
金
文
で
は
、大
盂
鼎
（
集
成2837

）
に
、「
才
（
在
）

（
武
）
王
嗣
玟
（
文
）
乍
（
作
）
邦
、闢

（
厥
）
匿
、匍
（
敷
）
有
四
方
」【
武

王
に
在
り
て
は
文
の
作お

こ
せ
し
邦
を
嗣
ぎ
、
厥
の
匿
を
闢ひ
ら

き
、
四
方
を
敷
有
す
。】

と
あ
る
よ
う
に
、主
に
周
王
の
統
治
範
圍
を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、

殷
代
の
甲
骨
文
に
は
「
庚
戌
卜
、
寧
于
四
方
、
其
五
犬
」【
庚
戌
卜
す
、
四
方
に

寧
ん
ず
る
に
、
其
れ
五
犬
を
も
ち
い
ん
か
。】（
合
集34144

）
な
ど
、
四
方
の
神

へ
の
祭
祀
の
例
が
見
え
、
こ
れ
は
東
西
南
北
の
方
神
の
總
稱
と
さ
れ
る
（
常
玉
芝

『
商
代
宗
教
與
祭
祀
』、『
商
代
史
』
卷
八
、中
國
社
會
科
學
出
版
社
、二
〇
一
〇
年
、

一
〇
八
〜
一
一
五
頁
）。「
四
方
首
」
は
熟
語
と
し
て
甲
骨
・
金
文
に
は
見
え
ず
、

本
銘
に
つ
い
て
も
「
四
方
」
を
四
方
の
神
と
解
釋
し
、「
首
」
を
切
り
離
し
て
讀

ん
だ
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
句
は
前
句
と
合
わ
せ
て
、
楚
公
逆
が
父
祖
の
靈
に
對
す
る
祭
祀
を
執
り
行

い
、
ま
た
大
い
に
四
方
の
神
に
人
首
を
獻
じ
よ
う
と
し
た
と
い
う
意
味
と
な
る
。

こ
こ
で
は
「
工
（
貢
）」
と
「
四
方
」
の
解
釋
に
つ
い
て
、
殷
代
の
甲
骨
文
の

用
例
を
參
照
し
た
が
、
楚
と
殷
王
朝
と
の
つ
な
が
り
は
同
時
代
史
料
か
ら
は
見
え

て
こ
な
い
。
周
原
甲
骨
に
「
楚
子
」（
Ｈ
一
一
：
八
三
）
や
「
楚
白
（
伯
）」（
一
一
：

一
四
）
と
い
っ
た
名
號
が
見
え
、
遅
く
と
も
殷
末
周
初
に
楚
の
君
主
が
存
在
し
た



楚
公
逆
鐘

八
〇

こ
と
が
窺
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
戰
國
中
晩
期
の
文
獻
と
な
る
が
、
清
華
簡
『
楚

居
』
で
は
、
楚
の
君
主
の
祖
先
を
、
季
連
と
、
殷
王
盤
庚
の
子
の
娘
妣
隹
と
の
間

に
生
ま
れ
た
子
と
し
、
ま
た
祖
先
の
一
人
麗
季
が
、
そ
の
母
親
の
胸
を
裂
い
て
生

ま
れ
、巫
咸
が
そ
の
胸
を
楚い

ば
らで
包
ん
だ
こ
と
が
楚
の
国
名
の
お
こ
り
と
す
る
な
ど
、

殷
王
朝
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
。
楚
が
何
ら
か
の
形
で
斷
片
的
に
殷
王
朝
の

祭
祀
制
度
を
繼
承
し
、
そ
の
記
憶
が
『
楚
居
』
に
見
え
る
よ
う
な
祖
先
神
話
の
形

成
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

楚
公
逆
出
求
人
、
用
祀
四
方
首
、
休
多
젊
（
禽
）。

「
人
」
字
に
當
た
る
部
分
は
、「

（
厥
）」
字
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
後

で
觸
れ
る
陳
劍
及
び
彼
の
説
を
引
く
者
以
外
は
す
べ
て
「

（
厥
）」
字
と
す
る
。

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
は
、「
楚
公
逆
出
求

（
厥
）
用
祀
、
四
方
首
休
多
젊
（
禽
）

顉
（
欽
）
젇
（
融
）」
と
區
切
る
。「
出
」
は
出
行
・
出
巡
の
意
と
し
、「
求
」
は

君
鐘
（
集
成50

）
の
「

君
求
吉
金
、用
自
乍
（
作
）
其
龢
鐘
・
龢
鈴
」【

君
、

吉
金
を
求
め
て
、
用
て
自
ら
其
の
龢
鐘
・
龢
鈴
を
作
る
】
の
「
求
」
と
同
じ
く
、

索
取
・
聚
積
の
意
と
す
る
。「
楚
公
逆
出
求

（
厥
）
用
祀
」
は
、
楚
公
逆
が
自

ら
四
方
に
赴
き
、
祭
祀
用
品
を
聚
積
す
る
た
め
に
奔
走
し
た
の
意
と
す
る
。「
四

方
首
休
多
젊
（
禽
）」
の
、「
休
」
字
は
讃
美
の
意
で
、
そ
の
下
に
「
楚
公
逆
」
が

省
略
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
辵
」
に
從
う
「
젊
」
字
は
金
文
に
初
見
で

「
禽
」
字
と
同
じ
と
し
、「
勤
」「
懃
」
と
音
通
し
、
勤
勞
し
て
怠
ら
な
い
の
意
で

あ
る
と
す
る
。
㉓
胡
長
春
は
、「
禽
」
字
を
「
勤
」「
懃
」
と
讀
む
こ
と
に
關
し
て

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
に
贊
同
し
、
近
出
・
銘
圖
も
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
の
字
釋
を

踏
襲
す
る
。

⑦
李
學
勤
は
、「
楚
公
逆
出
、
求

（
厥
）
用
祀
四
方
首
、
休
、
多
젊
（
擒
）」

と
區
切
り
、「
四
方
を
祭
祀
す
る
た
め
の
首
を
求
め
る
た
め
、
楚
公
逆
は
出
征
し
、

成
功
を
得
て
、
多
く
擒
獲
が
あ
っ
た
」
の
意
と
す
る
。
⑬
柯
鶴
立
は
、「
楚
公
逆

出
求
（
逑
）
厥
用
祀
四
方
首
〈
責
〉
休
」
と
區
切
り
、
出
征
し
て
祭
祀
の
貢
納
品

を
徵
收
し
た
の
意
と
す
る
。

⑮
劉
緒
は
、「
休
多
젊
」
に
つ
い
て
は
不
其
簋
（
集
成4328

〜4329

）
や
晉

侯
鼎
（
近
出352

・
新
收1445

）
に
類
例
が
見
え
、
い
ず
れ
も
戰
事
に
關
係
が
あ

る
と
指
摘
し
、
楚
公
逆
が
今
囘
の
出
征
で
成
功
を
收
め
、
收
穫
が
大
き
か
っ
た
の

意
で
あ
る
と
す
る
。
段
渝
は
、「
求

（
厥
）
用
祀
」
の
「
求
」
字
は
「
索
取
」

の
意
、「

（
厥
）」
字
は
「
其
所
〜
」
の
意
、「
用
」
は
「
因
」「
以
」
の
意
と
し
、

全
體
で
「
そ
の
四
方
の
守
を
祭
祀
す
る
の
に
用
い
る
所
の
物
を
索
取
す
る
」
の
意

と
す
る
。「
젊
（
擒
）」
字
は
、
人
あ
る
い
は
物
を
擒
す
る
の
意
と
す
る
。

⑳
陳
劍
は
、「
楚
公
逆
出
求
」
に
續
く
一
字
は
「

（
厥
）」
で
は
な
く
「
人
」

字
で
あ
り
、
本
銘
の
前
文
の
「

（
厥
）」
字
と
は
明
ら
か
に
違
い
が
あ
る
と
し
、

「
楚
公
逆
出
求
人
」
は
、
祭
祀
の
た
め
の
人
牲
を
求
め
る
の
意
で
あ
る
と
す
る
。

㉑
董
珊
・
㉔
黄
錦
前
も
こ
の
「
人
」
字
説
に
從
う
が
、
⑲
陳
劍
よ
り
後
に
出
た
模

釋
總
集
と
銘
圖
は
、
こ
の
字
を
從
來
通
り
「

（
厥
）」
と
し
て
い
る
。
こ
の
字

に
つ
い
て
は
、
⑳
陳
劍
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「

（
厥
）」
字
で
は
な
く
「
人
」

字
に
近
い
字
形
で
あ
り
、
①
簡
報
・
⑤
『
晉
國
寶
藏
』
掲
載
の
銘
文
寫
眞
や
各
種

拓
本
の
方
で
も
同
樣
の
字
形
に
作
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
も
「
人
」
字

で
あ
り
、
人
牲
を
指
す
と
見
て
お
く
。

金
文
で
他
に
「
求
人
」
の
例
と
し
て
は
、曶
鼎
（
集
成2838

）
の
「
東
宮
廼
曰
、



八
一

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

『
求
乃
人
、
乃
弗
得
、
女
（
汝
）
匡
罰
大
。』」【
東
宮
廼
ち
曰
く
、「
乃
の
人
を
求

め
よ
、
乃
ち
得
ざ
れ
ば
、
汝
匡
の
罰
大
な
り
。」】
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
牲
を
求

め
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
曶
鼎
の
場
合
は
、
作
器
者
曶
の
領
地
で
栽
培
さ
れ

て
い
た
穀
物
が
、
匡
と
い
う
人
物
の
領
地
の
民
衆
に
よ
っ
て
盗
ま
れ
、
そ
の
こ
と

を
東
宮
と
い
う
人
物
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
、
東
宮
が
匡
に

對
し
て
、
犯
人
を
搜
し
出
し
て
曶
に
引
き
渡
せ
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
汝
の
罰

は
大
き
な
も
の
に
な
る
と
裁
定
を
下
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
本
銘
と
は
状
況

が
異
な
る
が
、「
求
」
字
が
「
人
」
を
目
的
語
に
取
る
例
と
し
て
擧
げ
て
お
く
。

「
多
젊
（
禽
）」
に
つ
い
て
は
、⑮
劉
緒
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、西
周
金
文
の
「
禽
」

字
は
主
に
戰
爭
で
の
俘
獲
を
指
す
。
本
銘
で
も
楚
公
逆
の
出
征
に
よ
る
俘
獲
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
文
は
、
楚
公
逆
が
出
征
し
て
人
牲
を
求
め
、
そ
う
し
て
父
祖
の
靈
に
對
し

て
楚
の
四
方
の
方
國
の
敵
首
を
祀
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
し
て
多
く
の
俘

獲
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
。

顉
（
欽
）
젇
（
融
）
内
（
納
）
鄕
（
饗
）
赤
金
九
萬
鈞
。

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
は
、「
顉
」
字
・「
젇
」
字
と
も
に
金
文
で
は
初
見
と
す
る
。

こ
の
う
ち
「
顉
」
字
は
『
説
文
解
字
』
に
「
低
頭
也
」【
低
頭
す
る
な
り
】
と
あ
り
、

朱
駿
聲
の
解
釋
を
引
き
、「
欽
」
字
と
音
義
が
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。「
젇
」
字
は

「
므
」（
融
）字
と
構
形
が
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
字
の
構
成
要
素
で
あ
る「
西
」

に
つ
い
て
は
、
鄧
公
簋
（
集
成3775

〜3776

）
な
ど
に
見
え
る
「
륂
」
字
の
從

う
所
の
「

」
と
同
じ
と
し
、靑
銅
器
の
器
種
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
믃
」「
鈚
」

な
ど
と
一
類
の
字
で
、「
融
」
字
の
從
う
所
の
「
鬲
」
も
器
種
を
示
す
文
字
と
な

る
の
で
、「
西
」
も
同
樣
に
器
種
を
示
す
字
で
あ
る
と
す
る
。
結
論
と
し
て
、「
젇
」

は
お
そ
ら
く
「
融
」
字
の
異
體
で
あ
り
、「
明
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
。「
顉
젇
」

の
二
字
を
「
欽
明
」
と
釋
し
、『
逸
周
書
』
諡
法
解
の
「
威
儀
悉
備
曰
欽
」【
威
儀

悉
く
備
は
る
を
欽
と
曰
ふ
】・「
照
臨
四
方
曰
明
」【
四
方
を
照
臨
す
る
を
明
と
曰
ふ
】

な
ど
を
引
き
、
こ
の
二
字
の
意
味
と
す
る
。
前
の
句
と
つ
な
げ
て
「
楚
公
逆
出
求

（
厥
）
用
祀
、
四
方
首
休
多
젊
（
禽
）
顉
（
欽
）
젇
（
融
）」
で
、「
四
方
の
首

領
が
楚
公
逆
の
國
に
勤
勞
し
て
怠
ら
ず
、
威
儀
悉
く
備
わ
り
、
四
方
を
照
臨
す
る

を
讃
美
し
た
」
と
解
す
る
。「
顉
（
欽
）
젇
（
融
）」
の
釋
讀
に
關
し
て
は
、
㉒
鄒

芙
都
・
㉓
胡
長
春
・
近
出
・
銘
圖
が
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
は
「
内
鄕
」
以
降
を
別
の
文
と
し
、「
内
鄕
」
は
「
納
貢
」

と
釋
し
、
祖
先
に
祭
品
な
ど
を
獻
じ
る
の
意
と
す
る
。「
赤
金
」
は
銅
を
指
す
と

す
る
。「
鈞
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
三
十
斤
也
」
と
あ
り
、
九
萬
鈞
で
二
七
〇

萬
斤
と
な
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
戰
國
期
の
一
斤
は250

ｇ
（
今
の
半
斤
）
で

あ
り
、
九
萬
鈞
は
今
の
一
三
五
萬
斤
す
な
わ
ち675

ｔ
と
な
る
と
計
算
す
る
。

こ
れ
に
對
し
て
⑦
李
學
勤
は
「
顉
젇
内
（
納
）
鄕
（
饗
）
赤
金
九
萬
鈞
」
と
區

切
り
、「
顉
젇
」
は
人
名
あ
る
い
は
族
名
と
す
る
。「
顉
」
字
は
「
欽
」
と
同
音
で

あ
り
、「
젇
」
字
は
『
説
文
解
字
』
に
見
え
る
「
蚍
」
字
の
本
字
に
あ
た
り
、
聲

符
の
「
比
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。「
内
鄕
」
は
「
納
享
」
と
釋
し
、
進

獻
の
意
と
す
る
。
こ
の
文
は
、
楚
公
逆
の
出
征
に
よ
る
勝
利
を
承
け
て
、
顉
젇
が

銅
九
萬
鈞
を
獻
上
し
た
の
意
で
あ
る
と
す
る
。「
鈞
」
あ
る
い
は
同
義
の
「
匀
」

字
は
眉
敖
・
蓋
（
集
成4213

）
な
ど
に
用
例
が
見
え
る
と
指
摘
し
、
②
黄
錫
全
・

于
炳
文
と
同
じ
く
一
鈞
は
三
十
斤
で
、
九
萬
鈞
で
二
七
〇
萬
斤
と
な
る
と
計
算
す
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る
。
西
周
期
の
一
斤
が
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
確
定
は
で
は
な
い
が
、
戰
國
期

の
一
斤
（250

ｇ
）
と
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
と
推
測
し
、
九
萬
鈞
は
現
在
の
百
萬

斤
以
上
、500

・600

ｔ
に
な
る
と
す
る
。
そ
の
銅
の
來
源
は
、
お
そ
ら
く
現
在

の
湖
北
省
大
冶
市
に
位
置
す
る
銅
緑
山
で
は
な
い
か
と
す
る
。

⑧
劉
彬
徽
・
⑮
劉
緒
・
⑰
段
渝
も
「
顉
젇
」
を
人
名
あ
る
い
は
族
名
と
解
す
る

が
、
⑯
段
渝
は
特
に
「
顉
젇
」
を
濮
越
の
族
系
に
屬
す
る
と
し
、
銅
緑
山
の
古
鑛

脈
を
占
有
か
つ
採
取
・
利
用
し
た
氏
族
の
ひ
と
つ
と
す
る
。
そ
し
て
「
顉
」
は
形

聲
字
で
は
な
く
會
意
字
で
あ
り
、「
金
」
は
亦
聲
と
し
、「
金
」
は
銅
、「
頁
」
は

頭
を
表
し
、「
顉
」
字
は
そ
の
族
人
が
頭
に
銅
飾
を
戴
く
の
を
特
徵
と
す
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
楚
は
當
時
埋
藏
量
が
豐
富
な
銅
鑛
資
源
を
占
有
で
き
て

お
ら
ず
、
必
要
と
す
る
大
量
の
銅
資
源
を
他
者
よ
り
求
め
て
い
た
と
し
、
そ
の
主

要
な
來
源
は
濮
越
人
の
採
取
し
た
銅
綠
山
の
銅
で
あ
っ
た
と
す
る
。

⑬
柯
鶴
立
は
、「
顉
」
は
『
説
文
解
字
』
に
よ
っ
て
低
頭
の
意
と
し
、「
稽
」
と

同
義
で
あ
り
、
賜
與
者
に
對
す
る
恭
順
の
情
を
示
す
と
す
る
。「
젇
」
字
は
「
比
」

字
と
し
て
「

」
と
釋
し
、「
併
」「
竝
」
の
假
借
で
あ
り
、
竝
ぶ
の
意
、
あ
る
い

は
「
從
」
の
誤
字
で
付
き
從
う
の
意
と
す
る
。「
内
（
納
）
鄕
（
饗
）」
は
、
楚
公

逆
が
貢
納
品
を
受
納
し
て
自
ら
の
戰
勝
の
宴
を
執
り
行
っ
た
の
意
と
し
、
戰
利
品

が
大
量
の
銅
塊
で
あ
る
の
で
、
征
服
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
銅
緑
山
の
現
地
の
住

民
で
は
な
い
か
と
す
る
。

「
九
萬
鈞
」
の
「
鈞
」
と
い
う
單
位
に
つ
い
て
は
、
他
に
小
臣
守
簋
（
集
成

4179

〜4181

）
な
ど
に
例
が
見
え
る
が
、
多
友
鼎
（
集
成2835

）
な
ど
に
見
え

る
よ
う
に
、「
匀
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
一
般
に
「
鈞
」
字
は
「
匀
」

の
孳
乳
字
と
さ
れ
る
。
松
丸
道
雄
「
西
周
時
代
の
重
量
單
位
」（『
東
洋
文
化
硏
究

所
紀
要
』
第
一
一
七
號
、一
九
九
二
年
）
で
は
、一
匀
・
鈞
を
約10

㎏
と
す
る
。「
九

萬
鈞
」
の
數
量
に
つ
い
て
、
中
國
の
研
究
者
は
お
お
む
ね
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
の

計
算
を
踏
襲
す
る
が
、
⑨
吉
本
道
雅
は
、
松
丸
道
雄
の
研
究
に
基
づ
き
、
九
萬
鈞

を
約900

ｔ
と
す
る
。
靑
銅
器
の
重
量
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
六
五
件
の
鐘
鎛
か

ら
成
る
曾
侯
乙
墓
の
編
鐘
の
場
合
、
總
重
量
は2.576

ｔ
で
あ
り
（
湖
北
省
博
物

館
編
『
曾
侯
乙
墓
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
上
卷
、
九
四
〜
九
六
頁
）、

い
ず
れ
の
説
を
採
る
に
せ
よ
、「
九
萬
鈞
」
が
莫
大
な
數
量
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑭
劉
緒
は
「
九
萬
鈞
」
を
お
そ
ら
く
數
量
が
多
い
こ
と
を
示
す
語
で
、
實
數
で
は

な
い
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
方
の
方
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

⑨
吉
本
道
雅
は
、
更
に
莫
大
な
銅
の
獲
得
は
楚
の
君
主
に
よ
る
臣
下
へ
の
再
分

配
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
本
器
・
本
銘
の
存
在
は
、
楚
の
よ
う
な
西
周
王
朝
以

外
の
勢
力
が
銅
資
源
獲
得
に
基
づ
く
獨
自
の
權
力
構
築
を
企
圖
し
て
い
た
と
す

る
。②

黄
錫
全
・
于
炳
文
説
は
前
文
の
「
젊
」
字
の
解
釋
に
無
理
が
あ
る
。
本
稿
で

は
「
顉
젇
」
の
二
字
を
「
欽
融
」
と
釋
字
す
る
こ
と
に
關
し
て
は
②
黄
錫
全
・
于

炳
文
の
説
を
採
用
す
る
が
、
⑦
李
學
勤
説
に
從
い
、
こ
の
二
字
は
多
量
の
赤
金
す

な
わ
ち
銅
を
楚
公
逆
に
納
め
た
人
名
あ
る
い
は
族
名
を
指
す
と
見
て
お
く
。た
だ
、

こ
れ
が
銅
綠
山
に
關
わ
り
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
ま
で
穿
鑿
す
べ

き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

楚
公
逆
用
自
乍
（
作
）
龢
（
和
）
쀖
（
齊
）

鐘
百
飤
（
肆
）。

こ
の
文
は
、
楚
公
逆
が
自
ら
本
器
を
製
作
さ
せ
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、
①
簡
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學
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究　

第
五
號

報
掲
載
の
鉦
部
銘
文
寫
眞
で
は
、
こ
の
文
の
「
龢
（
和
）」
字
が
末
尾
と
な
っ
て

い
る
。

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
は
、「
쀖
」
字
は
正
し
く
は
そ
の
省
形
で
あ
る
と
し
た
う

え
で
、
こ
の
字
は
調
劑
・
調
和
の
意
で
、「
和
齊
」
は
鐘
聲
・
音
律
が
調
和
し
て

い
る
こ
と
を
指
す
と
す
る
。「

鐘
」の
語
は
楚
公
랛
鐘（
集
成42

）な
ど
に
見
え
、

ま
た
多
友
鼎
（
集
成2835
）
の
「
湯
鐘
」
も
同
じ
語
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ

し
て
『
説
文
解
字
』
に
「

、
金
之
美
者
」【

は
、
金
の
美
な
る
者
】
と
あ
る

の
を
引
き
、
質
の
良
い
金
屬
で
鑄
造
さ
れ
た
鐘
の
意
で
あ
る
と
す
る
。「
飤
」
は

鐘
を
數
え
る
單
位
で
あ
る
「
肆
」
と
音
通
す
る
と
し
、「
一
肆
」
の
數
量
は
諸
説

あ
る
が
、
計
六
五
件
か
ら
成
る
曾
侯
乙
墓
編
鐘
の
排
列
を
參
照
し
て
一
肆
は
鐘
七

〜
八
件
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
う
え
で
、
本
銘
の
「
百
」
は
お
そ
ら
く

具
體
的
な
數
量
で
は
な
く
、
多
數
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

結
論
づ
け
る
。
⑮
劉
緒
も
、「
百
飤
」
も
數
量
が
多
い
こ
と
を
示
す
語
で
實
數
で

は
な
い
と
す
る
。「
쀖

」
は
一
字
で
、「

」
の
異
體
と
す
る
。

⑦
李
學
勤
も
『
説
文
解
字
』
の
「

、
金
之
美
者
」
を
引
き
、「

」
は
良
い

銅
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。「
쀖
」に
あ
た
る
文
字
は「
燮
」と
釋
し
て
い
る
。「
燮
」

字
説
に
つ
い
て
は
㉒
胡
長
春
も
贊
同
し
、
曾
伯
빈
簠
（
集
成4631

〜4632
）
と

晉
公
먺
（
集
成10342

）
の
「
燮
」
字
と
形
が
最
も
近
い
と
す
る
（
左
圖
參
照
。

圖
版
は
曾
伯
빈
簠
（
集
成4631

）
よ
り
）。

⑨
吉
本
道
雅
は
、「

鐘
」（
湯
鐘
）
の
語
は
中
原
の
銘
文
で
は
、

林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
靑
銅
器
の
硏
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四

年
）
で
の
斷
代
で
西
周
Ⅲ
B
の
も
の
に
現
れ
る
と
指
摘
す
る
。
⑪
陳

雙
新
は
、「
쀖
」
に
あ
た
る
文
字
を
「
協
」
と
釋
し
、「
龢
協
」
は
い
ず
れ
も
鐘
聲

が
調
和
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
と
す
る
。
ま
た
「

」
字
は
樂
音
が
高
揚
す
る
の

意
を
示
し
、「
龢
協

」
は
い
ず
れ
も
樂
音
に
對
す
る
修
飾
で
、
同
樣
の
形
容
詞

を
重
複
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
強
調
の
作
用
を
も
た
ら
す
と
す
る
。
鄒
芙
都
も
、

「
쀖
」
に
あ
た
る
文
字
を
「
齊
（
協
）」
と
解
釋
す
る
。

㉑
董
珊
は
、「
쀖
」
に
あ
た
る
文
字
は
「
妻
」
の
省
形
で
、「
諧
」
と
音
通
す
る

と
す
る
。「
飤
」
字
を
「
肆
」
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
飤
」
字
が
邪
紐
之
部
、

「
肆
」
字
が
心
紐
質
部
と
な
り
、
韻
部
の
音
が
遠
く
、
こ
の
二
字
が
音
通
す
る
と

解
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
と
し
、「
飤
」
字
は
脂
部
に
屬
す
る
尸
聲
の
字
の
誤

釋
で
あ
り
、
脂
部
と
質
部
の
對
轉
に
よ
り
、「
肆
」
字
へ
の
音
通
が
成
り
立
つ
と

す
る
。
こ
の
兩
字
に
つ
い
て
は
、
㉔
黄
錦
前
も
㉑
董
珊
の
説
に
從
う
。
た
だ
、
こ

れ
以
後
に
出
た
模
釋
總
集
と
銘
圖
は
い
ず
れ
も
從
來
の
字
釋
を
踏
襲
し
、「
齊
」「
飤

（
肆
）」
と
す
る
。

「
쀖
」
字
に
關
し
て
は
、
實
の
所
銘
文
拓
本
で
も
字
形
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

取
り
敢
え
ず
②
黄
錫
全
・
于
炳
文
の
模
本
及
び
字
釋
に
從
い
、「
쀖
」
字
の
省
形

と
見
て
「
齊
」
と
讀
ん
で
お
く
。「
龢
（
和
）
쀖
（
齊
）

鐘
」
は
、
類
似
の
語

句
と
し
て
は
晉
侯
蘇
鐘
の
「
元
龢
（
和
）
륬
（
揚
）
鐘
」
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
樣
に
、

そ
れ
ぞ
れ
鐘
を
形
容
す
る
語
と
見
な
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

楚
公
逆
其
邁
（
萬
）
年
壽
、
用
保

（
厥
）
大
邦
、
永
寶
。

楚
公
逆
に
よ
る
祝
嘏
の
辭
。
⑮
劉
緒
はM

64:98

の
み
「
永
寶
用
」
と
、
末
尾

に
「
用
」
字
が
あ
る
と
指
摘
す
る
が
、M

64:98

は
別
銘
の
낺
㝅
鐘
で
あ
る
。
後

述
の
よ
う
に
、
낺
㝅
鐘
の
末
尾
は
確
か
に
「
永
寶
用
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
銘
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と
は
關
係
が
な
い
。

②
黄
錫
全
・
于
炳
文
は
、「
萬
年
壽
」
は
「
萬
年
眉
壽
」
の
省
略
で
あ
り
、「
大
邦
」

は
楚
の
自
稱
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
⑬
柯
鶴
立
は
、
こ
の
部
分
は
楚
公
逆
が
金
文

で
周
王
が
用
い
る
口
吻
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

⑰
段
渝
は
、
傳
世
の
楚
公
逆
鐘
で
は
「
孫
子
其
永
寶
」
と
あ
る
一
方
で
、
本
銘

で
は
子
孫
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
本
銘
は
熊
咢
の
即
位
當
初
で
、
立
儲

が
な
さ
れ
て
い
な
い
時
点
、
す
な
わ
ち
熊
咢
元
年
・
宣
王
二
十
九
年
（
前799

年
）

の
作
と
な
る
と
す
る
が
、こ
の
部
分
か
ら
そ
こ
ま
で
穿
鑿
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
部
分
は
、
多
く
の
研
究
者
が
「
楚
公
逆
其
邁
（
萬
）
年
壽
、
用
保

（
厥
）

大
邦
、
永
寶
」
と
區
切
る
が
、
㉔
黄
錦
前
は
「
楚
公
逆
其
邁
（
萬
）
年
壽
用
、
保

（
厥
）
大
邦
、
永
寶
」
と
區
切
る
。
こ
れ
は
荊
公
孫
敦
（
集
成4642

）
の
「
萬

壽
用
之
」【
萬
壽
に
し
て
之
を
用
う
】
な
ど
と
同
樣
の
表
現
で
あ
り
、
楚
系
銅
器

に
多
く
見
ら
れ
る
と
し
、「
用
保
〜
」
と
區
切
る
場
合
は
、
そ
の
前
に
主
君
に
よ

る
賜
命
や
勉
勵
の
辭
が
存
在
す
る
こ
と
が
多
い
と
す
る
。
し
か
し
「
用
保
〜
」
の

用
例
は
、
本
銘
の
ほ
か
は
單
伯
맪
生
鐘
（
集
成82

）・
별
鎛
（
集
成271
）・
師
𩛥

鼎
（
集
成2830

）・
벣
簋
（
集
成4192

〜4193

）・
中
子
化
盤
（
集
成10137

）

の
四
件
し
か
存
在
せ
ず
、「
用
保
〜
」
の
前
に
は
主
君
に
よ
る
賜
命
や
勉
勵
の
辭

が
存
在
す
る
と
一
般
化
で
き
る
よ
う
な
數
量
で
は
な
い
。
か
つ
、
中
子
化
盤
に
つ

い
て
は
「
中
子
化
用
保
楚
王
、用
正
（
征
）
梠
（
莒
）、用
擇
其
吉
金
、自
乍
（
作
）

먻
盤
。」【
中
子
化
用
て
楚
王
を
保
ち
、
用
て
莒
を
征
し
、
用
て
其
の
吉
金
を
擇え

ら

び
、

自
ら
먻
盤
を
作
る
。】
と
、「
楚
王
」
の
語
の
存
在
に
よ
っ
て
「
楚
系
銅
器
」
と
判

斷
さ
れ
る
が
、「
用
」
字
と
「
保
」
字
の
閒
で
區
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿

で
は
、
從
來
の
よ
う
に
「
其
邁
（
萬
）
年
壽
、
用
保

（
厥
）
大
邦
」
と
區
切
っ

て
お
く
。

낺
㝅
其
子
孫
永
寶
用
。

以
下
、M
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〜99

の
낺
㝅
鐘
に
つ
い
て
。
⑲
李
朝
遠
は
冒
頭
の
作
器
者
に

あ
た
る
二
字
を
「
낺
㝅
」
と
し
、
左
鼓
部
も
含
め
て
「
낺
㝅
其
子
孫
永
寶
」
と
い

う
釋
文
を
提
示
し
て
い
る
。

一
方
、
新
收
は
鉦
部
の
み
模
本
を
提
示
し
、「
公
㝅
其
子
」
と
釋
文
を
附
す
。

二
編
・
模
釋
總
集
・
銘
圖
は
新
收
の
模
本
を
轉
載
し
、
釋
文
も
踏
襲
し
た
う
え
で
、

器
銘
を
「
公
㝅
鐘
」
と
す
る
。

し
か
し
④
『
晉
國
奇
珍
』・
⑤
『
晉
國
寶
藏
』
掲
載
の
器
影
や
拓
本
を
確
認
す

る
と
、冒
頭
の
一
字
は
「
公
」
字
で
は
な
く
、⑲
李
朝
遠
が
釋
字
す
る
よ
う
に
「
낺
」

字
で
あ
り
、
ま
た
左
鼓
部
に
も
銘
文
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
器
名
も
낺
㝅

鐘
と
稱
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑤
『
晉
國
寶
藏
』
掲
載
の
拓
本
に
よ

る
と
、
末
尾
に
更
に
「
用
」
字
が
確
認
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
⑮
劉
緒
は

M
64:98

の
末
尾
に
「
用
」
字
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
낺
㝅
」
は
作
器
者
の
名
で
あ
る
。「
其
子
孫
（
あ
る
い
は
子
子
孫
、子
子
孫
孫
）

永
寶
用
」
の
よ
う
な
文
例
の
場
合
、
そ
の
直
前
で
文
や
句
が
區
切
れ
る
か
、
小
克

鼎
（
集
成2796

〜2802

）
の
「
克
其
子
子
孫
孫
永
寶
用
。」【
克
其
れ
子
子
孫
孫

永
く
寶
用
せ
ん
。】の
よ
う
に
、そ
の
上
に
作
器
者
の
名
が
置
か
れ
る
例
し
か
な
い
。

訓
讀

楚
公
逆
鐘

楚
公
逆
鐘　

唯
れ
八
月
甲
午
、
楚
公
逆
、
厥
の
先
高
祖
考
を
祀
り
、
大
い
に
四
方
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に
首
を
貢
せ
ん
と
す
。
楚
公
逆
、
出
で
て
人
を
求
め
て
、
用
て
四
方
に
首
を
祀
ら

ん
と
す
る
に
、
休
に
し
て
禽
多
し
。
欽
融
、
赤
金
九
萬
鈞
を
納
饗
す
。
楚
公
逆
、

用
て
自
ら
和
齊

鐘
百
肆
を
作
る
。
楚
公
逆
、
其
れ
萬
年
壽
に
し
て
、
用
て
厥
の

大
邦
を
保
ち
、
永
く
寶
と
せ
ん
。

낺
㝅
鐘　

낺
㝅
其
れ
子
孫
永
く
寶
用
せ
ん
。

現
代
語
譯

楚
公
逆
鐘

楚
公
逆
鐘　

八
月
甲
午
の
日
、
楚
公
逆
は
そ
の
父
祖
を
祀
り
、
大
い
に
四
方
の
神

に
人
首
を
獻
じ
よ
う
と
し
た
。
楚
公
逆
は
出
征
し
て
人
牲
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
っ

て
四
方
の
神
に
人
首
を
祀
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、幸
い
に
し
て
俘
獲
が
多
か
っ
た
。

欽
融
は
多
量
の
銅
を
楚
公
逆
に
納
め
た
。
楚
公
逆
は
こ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
調
和
の

と
れ
た
良
銅
に
よ
る
鐘
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
。
楚
公
逆
は
萬
年
に
至
る
ま
で
長
壽

を
保
ち
、
そ
う
し
て
そ
の
大
邦
を
保
ち
、
こ
の
器
を
永
遠
に
寶
物
と
で
き
る
よ
う

祈
願
す
る
。

낺
㝅
鐘　

낺
㝅
は
こ
の
器
を
子
々
孫
々
永
遠
に
寶
物
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
祈
願
す
る
。

参
考

（
一
）
楚
公
逆
鎛

本
器
と
同
一
人
の
作
器
に
よ
る
も
の
と
し
て
、宋
代
に
出
土
し
た
楚
公
逆
鎛（
集

成106

）
が
あ
る
。
こ
の
器
の
銘
文
に
つ
い
て
模
本
し
か
殘
さ
れ
て
い
な
い
が
、

本
器
出
土
後
、
本
銘
を
參
考
資
料
と
し
て
鎛
銘
の
校
訂
を
は
か
る
研
究
が
い
く
つ

か
發
表
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
特
に
以
下
の
二
編
を
參
照
し
、
鎛
銘
の
釋
文
と
書
き

下
し
文
の
み
掲
載
し
て
お
く
。
な
お
、
こ
の
二
編
は
同
一
内
容
を
、
一
方
は
鎛
銘

の
釋
文
、
一
方
は
本
銘
の
釋
文
を
主
題
と
し
て
ま
と
め
直
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
重
耳
と
は
黄
錦
前
氏
の
網
名
で
あ
ろ
う
。

㉖  

重
耳
「
楚
公
逆
鐘
銘
文
校
勘
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
、

二
〇
〇
八
年
六
月
二
日
、http://w

w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/449

）

㉔  

黄
錦
前
「
楚
公
逆
鐘
銘
文
補
説
」（『
中
国
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
九
年
第
六
期
）

銘
文唯

八
月
甲
申
、楚
公
逆
自
乍
（
作
）
大
雷
鐘
、
（
厥
）
名
曰
龢
（
和
）
뜑
（
뺱
）

鐘
。
楚
公
逆
其
萬
年
壽
用
、
保
其
邦
、
孫
子
其
永
寶
。

訓
讀唯

れ
八
月
甲
申
、
楚
公
逆
、
自
ら
大
雷
鐘
を
作
り
、
厥
の
名
を
和
뺱
鐘
と
曰
ふ
。

楚
公
逆
、其
れ
萬
年
壽
に
し
て
用
い
、其
の
邦
を
保
ち
、孫
子
其
れ
永
く
寶
と
せ
ん
。

（
二
）
北
趙
晉
侯
墓
地
六
三
・
六
四
號
墓
出
土
器

本
器
が
出
土
し
た
北
趙
晉
侯
墓
地
六
四
號
墓
及
び
そ
の
夫
人
墓
の
ひ
と
つ
と
さ

れ
る
六
三
號
墓
か
ら
は
、他
に
以
下
の
銘
文
を
有
す
る
靑
銅
器
が
出
土
し
て
い
る
。

a
晉
侯
邦
父
鼎

時
代　

西
周
晩
期
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出
土①

簡
報
に
よ
る
と
、
六
四
號
墓
よ
り
同
銘
の
鼎
が
計
二
件
出
土
し
、
ま
た
本
器

と
同
じ
く
銘
文
に
「
晉
侯
邦
父
」
の
名
が
見
ら
れ
る
簋
が
出
土
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
簡
報
及
び
そ
の
他
著
録
で
公
表
さ
れ
て
い
る
の
はM

64:130

の

み
で
あ
る
。

收
藏　

山
西
博
物
院

著
録

①  

山
西
省
考
古
研
究
所
・
北
京
大
學
考
古
系
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
四
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
八
期
）

㉗  

上
海
博
物
館
編
『
晉
侯
墓
地
出
土
青
銅
器
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』、
上
海

書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
卷
頭
圖
版

近
出325

新
收901

模
釋
總
集　

第
七
册
一
八
八
九
頁

銘
圖2075

考
釋

⑰
段
渝「
楚
公
逆
編
鐘
與
周
宣
王
伐
楚
」（『
社
會
科
學
研
究
』二
〇
〇
四
年
第
二
期
）

㉓
胡
長
春
『
新
出
殷
周
靑
銅
器
銘
文
整
理
與
研
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

上
篇
、381

㉘
裘
錫
圭
「
關
於
晉
侯
銅
器
銘
文
的
幾
個
問
題
」（『
傳
統
文
化
與
現
代
化
』

一
九
九
四
年
第
二
期
。
後
に
『
裘
錫
圭
學
術
文
集
』
第
三
卷
、
復
旦
大
學
出
版

社
、
二
〇
一
二
年
に
收
錄
）

㉙
李
學
勤
「
晉
侯
邦
父
與
楊

」（『
綴
古
集
』、上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
九
八
年
）

㉚
馮
時
「
畧
論
晉
侯
邦
父
及
其
名
・
字
問
題
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
五
期
）

㉛
李
學
勤
「
續
説
晉
侯
邦
父
與
楊

」（『
寶
鷄
文
理
學
院
學
報
（
社
會
科
學
版
）』

二
〇
〇
五
年
第
六
期
。
後
に
『
文
物
中
的
古
文
明
』、
商
務
印
書
館
、

二
〇
〇
八
年
に
收
錄
）

器
制器

影
は
簡
報
に
線
圖
を
掲
載
し
、
ま
た
、
㉗
上
海
博
物
館
の
卷
頭
圖
版
に
寫
眞

を
掲
載
す
る
。
口
沿
に
縁
が
あ
り
、
立
耳
が
二
つ
附
い
て
い
る
。
腹
部
は
淺
く
、

腹
壁
は
直
状
で
あ
る
。
底
部
は
や
や
平
た
く
、
三
本
の
蹄
足
が
あ
る
。
頸
部
に
は

竊
曲
紋
と
六
件
の
扉
棱
が
あ
り
、
腹
部
に
は
環
帶
紋
が
見
ら
れ
、
蹄
足
の
根
の
部

分
に
は
扉
棱
が
あ
り
、
根
の
部
分
と
扉
棱
に
は
と
も
に
獸
面
紋
が
見
ら
れ
る
。
通

高28.2

㎝
、
口
徑29.2

㎝
。
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晉
侯
邦
父
鼎
器
影
（
㉗
上
海
博
物
館
）　 

晉
侯
邦
父
鼎
銘
文
（
新
收
）

銘
文　

内
壁
部
に
三
行
一
六
字
（
う
ち
重
文
一
字
）

晉
侯
邦
父
乍
（
作
）

깻
貞
（
鼎
）。
其
邁
（
萬
）
年
。

子

孫
永
寶
用
。

銘
文
は
晉
侯
邦
父
に
よ
る
作
器
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
邦
父
に
つ
い
て
、
①

簡
報
は
六
四
號
墓
の
被
葬
者
と
見
な
し
、
㉘
裘
錫
圭
は
『
史
記
』
晉
世
家
に
見
え

る
晉
穆
侯
に
比
定
し
、
諸
家
は
そ
の
見
解
を
踏
襲
す
る
。
晉
侯
位
は
西
周
期
に
お

い
て
（
一
）
唐
叔
虞
、（
二
）
晉
侯
燮
（
あ
る
い
は
燮
父
）、（
三
）
武
侯
寧
族
、（
四
）

成
侯
服
人
、（
五
）
厲
侯
福
、（
六
）
靖
侯
宜
臼
、（
七
）
釐
侯
司
徒
、（
八
）
獻
侯

籍
（
晉
侯
蘇
）、（
九
）
穆
侯
費
王
、（
一
〇
）
殤
叔
、（
一
一
）
文
侯
仇
と
繼
承
さ

れ
た
。
殤
叔
が
穆
侯
の
弟
に
當
た
る
以
外
は
す
べ
て
直
系
相
續
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
穆
侯
の
名
に
つ
い
て
は
、
諸
家
が
指
摘
す
る
通
り
、
異
名

が
多
く
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
晉
世
家
本
文
は
そ
の
名
を
「
費
王
」
と
す
る
が
、
そ

の
『
史
記
索
隱
』
に
よ
る
と
、
鄒
誕
本
は
「
弗
生
」
に
作
り
、
あ
る
い
は
「
㵒
王
」

に
作
る
と
い
う
。
ま
た
『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
で
は
そ
の
名
を
「
弗
生
」
と
し
、

當
該
箇
所
の
『
索
隱
』
で
は
、晉
世
家
に
「
費
生
」「
㵒
生
」
に
作
る
と
し
、『
系
本
』

（『
世
本
』）
は
「
弗
生
」
と
す
る
と
い
う
。
費
・
弗
・
㵒
は
音
が
通
じ
、
王
・
生

は
い
ず
れ
か
が
い
ず
れ
か
の
誤
寫
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、諸
家
共
通
で
あ
る
。

㉘
裘
錫
圭
は
、
弗
生
な
ど
が
晉
穆
侯
の
名
で
、
邦
父
は
字
と
し
、
名
の
う
ち
二

字
目
が
「
王
」
で
あ
れ
ば
、
字
の
「
邦
」
字
と
對
應
關
係
が
成
立
す
る
と
い
う
。

㉙
李
學
勤
は
、
邦
父
は
穆
侯
の
字
で
は
な
く
名
で
あ
り
、「
費
王
」
は
「
邦
」
字

を
緩
讀
し
た
も
の
と
す
る
。
㉚
馮
時
は
、
同
じ
く
西
周
後
期
の
器
と
さ
れ
る
꾣

（
集
成4469

）
に
見
え
る
「
叔
邦
父
（
作
器
者
꾣
の
字
と
さ
れ
る
）・
叔

」
夫

妻
を
、
本
銘
の
邦
父
及
び
、
次
項
で
扱
う
楊

壺
の
楊

と
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人

物
と
す
る
。
そ
し
て
穆
侯
は
も
と
の
名
が
꾣
で
あ
り
、
字
が
邦
父
と
す
る
。
名
の

「
꾣
」
字
に
つ
い
て
は
張
政

の
研
究
を
引
い
て
裒ほ

う

と
釋
し
、
抔ほ
う

・
ほ
う

と
同
字
で
、

土
を
聚
め
て
地
を
治
め
る
の
意
と
な
り
、
字
の
「
邦
」
字
と
對
應
す
る
と
い
う
。

晉
世
家
の
「
弗
生
」
に
つ
い
て
は
、「
꾣
」
字
は
「
弗
」
字
と
音
通
し
、「
生
」
字

は
名
の
後
に
冠
し
て
男
子
の
號
と
な
る
と
し
、「
王
」
字
は
「
生
」
字
の
譌
變
と

す
る
。
㉛
李
學
勤
は
、馮
時
の
よ
う
な
説
に
つ
い
て
批
判
し
、「
꾣
」
字
と
「
費
王
」

は
音
理
上
の
關
係
が
な
い
と
す
る
。
ま
た
꾣

を
參
照
す
る
限
り
、
꾣
（
叔
邦
父
）

及
び
そ
の
父
親
は
周
王
朝
の
臣
で
あ
り
、
諸
侯
で
は
な
く
、
晉
侯
邦
父
と
は
別
人

と
す
る
。
金
文
で
は
ほ
か
に
も
成
周
邦
父
壺
（
集
成9621

）
な
ど
邦
父
の
稱
が

見
え
る
も
の
が
あ
り
、
當
時
あ
り
ふ
れ
た
名
乘
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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本
銘
の
晉
侯
邦
父
を
六
四
號
墓
の
被
葬
者
と
見
る
點
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

否
定
す
る
根
據
は
な
い
。
た
だ
、
晉
侯
邦
父
を
『
史
記
』
晉
世
家
の
晉
穆
侯
に
比

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、本
誌
第
四
號
掲
載
の
拙
稿
「
金
文
通
解　

晉
侯
蘇
鐘
」

の
參
考
欄
で
論
じ
た
よ
う
に
、
傳
世
文
獻
に
見
え
る
晉
侯
の
系
譜
を
絶
對
視
し
、

同
時
代
の
出
土
文
獻
に
見
え
る
人
名
を
そ
れ
に
摺
り
合
わ
せ
る
と
い
う
手
法
自
體

に
問
題
が
あ
る
。
せ
い
ぜ
い
、
強
い
て
比
定
す
る
な
ら
ば
、
晉
侯
邦
父
は
晉
世
家

の
晉
穆
侯
に
相
當
す
る
程
度
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

訓
讀晉

侯
邦
父
、깻
鼎
を
作
る
。其
れ
萬
年
な
ら
ん
こ
と
を
。子
子
孫
永
く
寶
用
せ
よ
。

現
代
語
譯

晉
侯
邦
父
が
祭
祀
の
た
め
の
鼎
を
作
っ
た
。（
邦
父
が
）
萬
年
ま
で
生
き
ら
れ

ま
す
よ
う
。
子
々
孫
々
永
え
に
寶
物
と
し
て
用
い
よ
。

b
楊

壺

時
代　

西
周
晩
期
後
段

出
土①

簡
報
・
④
『
晉
國
奇
珍
』
に
よ
る
と
、
六
三
號
墓
よ
り
同
銘
の
壺
が
二
件
出

土
し
て
い
る
（M

63:81

及
びM

63:82

）。

收
藏　

山
西
博
物
院

著
録

①
山
西
省
考
古
研
究
所
・
北
京
大
學
考
古
系
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
四
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
八
期
）

③
中
國
靑
銅
器
全
集
編
輯
委
員
會
編
『
中
國
靑
銅
器
全
集
』
第
六
卷
（
文
物
出
版

社
、
一
九
九
七
年
）、
五
一

④
上
海
博
物
館
編
『
晉
國
奇
珍
―
山
西
晉
侯
墓
群
出
土
文
物
精
品
』（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

近
出960

新
收889

〜890

模
釋
總
集　

第
七
册
一
九
八
三
・
二
一
一
六
頁

銘
圖12239

〜12240

考
釋

㉓
胡
長
春
『
新
出
殷
周
靑
銅
器
銘
文
整
理
與
研
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

上
篇
、1022

〜1023

㉙
李
學
勤
「
晉
侯
邦
父
與
楊

」（『
綴
古
集
』、上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
九
八
年
）

㉚
馮
時
「
畧
論
晉
侯
邦
父
及
其
名
・
字
問
題
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
五
期
）

㉛
李
學
勤
「
續
説
晉
侯
邦
父
與
楊

」（『
寶
鷄
文
理
學
院
學
報
（
社
會
科
學
版
）』

二
〇
〇
五
年
第
六
期
。
後
に
『
文
物
中
的
古
文
明
』、
商
務
印
書
館
、

二
〇
〇
八
年
に
收
錄
）

32
王
光
堯
「
從
新
出
土
之
楊

壺
看
楊
國
」（『
故
宮
博
物
院
院
館
』
一
九
九
五
年



八
九

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

第
二
期
）

33
王
人
聰
「
楊

壺
銘
釋
讀
與
北
趙
六
三
號
墓
主
問
題
」（『
文
物
』
一
九
九
六
年

第
五
期
）

34
孫
慶
偉
「
試
論
楊
國
與
楊

」（『
考
古
與
文
物
』
一
九
九
七
年
第
五
期
）

35
李
伯
謙
「
也
談
楊

壺
銘
文
的
釋
讀
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
二
期
）

36
陳
昌
遠
・
王
琳
「
從
〝
楊

壺
〞
談
古
楊
國
問
題
」（『
河
南
大
學
學
報
（
社
會

科
學
版
）』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
）

37
董
珊
「
畧
論
西
周
單
氏
家
族
窖
藏
靑
銅
器
銘
文
」（『
中
國
歷
史
文
物
』

二
〇
〇
三
年
第
四
期
）

38
孫
慶
偉
「
晉
侯
墓
地
M
六
三
墓
主
再
探
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
）

39
李
建
生
「〝
梁
姫
〞・〝
楊

〞
及
其
相
關
問
題
」（『
中
國
歴
史
文
物
』

二
〇
〇
九
年
第
五
期
）

40
張
淑
一
「
兩
周
金
文
女
子
稱
謂
〝
規
律
〞
再
探
討
―
兼
論
〝
楊

壺
〞
的
問
題
」

（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
〇
九
年
第
五
期
）

41
李
建
生
・
王
金
平
「
周
伐

與
〝
長
父
侯
于
楊
〞
相
關
問
題
」（『
中
原
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
）

器
制

M
63:81

もM
63:82

も
形
制
は
同
じ
。
圓
壺
で
、
蓋
の
頂
部
に
は
ラ
ッ
パ
型

の
取
っ
手
が
あ
る
。
壺
本
體
は
束
頸
鼓
腹
で
、
圜
底
圜
足
で
あ
る
。
頸
部
の
両
側

に
獸
首
に
環
を
通
し
た
形
式
の
耳
が
あ
る
。
蓋
部
・
頸
部
・
腹
部
・
圈
足
に
そ
れ

ぞ
れ
竊
曲
紋
が
あ
り
、
頸
部
の
上
部
に
波
曲
紋
が
あ
り
、
腹
部
の
竊
曲
紋
を
挾
む

形
で
上
下
に
重
環
紋
が
あ
る
。
①
簡
報
に
よ
る
と
、M

63:81

の
大
き
さ
は
口
徑

12.4

㎝
、
腹
徑20.2

㎝
、
通
高35.8

㎝
で
あ
る
。
し
か
し
④
『
晉
國
奇
珍
』
は
、

M
63:81

が
口
徑12.5

㎝
、
通
高35.7

㎝
、M

63:82

が
口
徑12.4

㎝
、
通
高

35.8

㎝
と
し
、
新
收
は
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。
器
影
に
關
し
て
は
、
①
簡
報
に

M
63:81

の
線
圖
を
、
④
『
晉
國
奇
珍
』
にM

63:82

の
寫
眞
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載

す
る
。
銘
圖
は
、
③
『
中
國
靑
銅
器
全
集
』
に
掲
載
の
寫
眞
をM

63:81

の
も
の

と
す
る
。
と
も
に
そ
の
口
徑
を12.4

㎝
と
す
る
。

王
世
民
・
陳
公
柔
・
張
長
壽
『
西
周
靑
銅
器
分
期
斷
代
研
究
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）、
一
三
六
頁
は
、
主
と
し
て
器
形
・
紋
樣
に
基
づ
き
、
本
器
を
「
西

周
晩
期
偏
晩
時
の
器
」
と
し
、
二
六
六
頁
で
は
西
周
晩
期
後
段
と
す
る
。
本
稿
で

の
斷
代
も
こ
れ
に
基
づ
い
た
。

楊

壺（M
63:82

）器
影（
④『
晉
國
奇
珍
』）　    

楊

壺
（M

63:82

）
器
體
部
銘
文
拓
本
（
④

『
晉
國
奇
珍
』）

銘
文二

器
と
も
蓋
部
の
外
口
と
器
體
頸
部
の
内
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
同
内
容
の
銘
文
が
あ

る
。
蓋
部
は
五
行
九
字
、
器
體
部
は
二
行
九
字
と
な
る
。



楚
公
逆
鐘

九
〇

楊

乍
（
作
）
羞
醴

壺
。
永
寶
用
。

銘
文
の
内
容
は
楊

に
よ
る
作
器
を
述
べ
た
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本

器
が
晉
侯
夫
人
の
墓
と
さ
れ
る
六
三
號
墓
か
ら
出
土
し
た
こ
と
で
、
作
器
者
楊

の
出
自
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

①
簡
報
は
、
六
四
號
墓
の
被
葬
者
と
見
な
す
晉
侯
邦
父
の
二
つ
の
夫
人
墓
の
う

ち
、
六
二
號
墓
は
晉
侯
邦
父
の
正
夫
人
が
、
本
器
が
出
土
し
た
六
三
號
墓
は
次
夫

人
の
楊

が
被
葬
者
で
あ
る
と
す
る
。

周
代
の
楊
國
に
つ
い
て
は
、
楊
國
を
姫
姓
の
國
と
位
置
づ
け
る
『
左
傳
』
襄
公

二
十
九
年
「
虞
・

・
焦
・
滑
・
霍
・
楊
・
韓
・
魏
、
皆
姫
姓
也
」【
虞
・

・
焦
・

滑
・
霍
・
楊
・
韓
・
魏
、
皆
な
姫
姓
な
り
】
や
、
楊
國
を
周
の
宣
王
の
子
尚
父
が

分
封
さ
れ
た
國
と
す
る
『
新
唐
書
』
宰
相
世
系
表
一
下
の
「
楊
氏
出
自
姫
姓
、
周

宣
王
子
尚
父
封
爲
楊
侯
」【
楊
氏
は
姫
姓
自
り
出
づ
、
周
宣
王
の
子
尚
父
封
ぜ
ら

れ
て
楊
侯
と
爲
る
】
と
い
っ
た
傳
世
文
獻
の
記
述
か
ら
、
從
來
は
姫
姓
の
國
と
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
本
銘
の
發
見
に
よ
り
、
こ
れ
と
は
別
に

姓
の
楊
國
が
存
在

し
て
い
た
可
能
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
32
王
光
堯
は
本
器
が
楊

の
た
め
の

器
で
あ
る
と
し
、
そ
の
出
身
は
姫
姓
の
楊
國
の
始
封
以
前
に
存
在

し
た

姓
の
楊
國
で
あ
り
、
今
の
山
西
省
洪
洞
縣
の
東
南
十
五
里
（
キ
ロ
）
ほ
ど

の
地
點
に
所
在
し
た
と
す
る
。
㉙
李
學
勤
も
楊

は
楊
國
よ
り
嫁
い
だ
晉
侯
夫
人

で
六
三
號
墓
の
被
葬
者
で
あ
る
と
し
、
六
二
號
墓
の
被
葬
者
は
『
史
記
』
晉
世
家

に
見
え
る
、
穆
侯
四
年
に
そ
の
夫
人
と
な
り
、
文
侯
仇
を
生
ん
だ
齊
姜
で
あ
る
と

す
る
。
36
陳
昌
遠
・
王
琳
も
、
本
器
は

姓
の
楊
國
か
ら
晉
國
の
國
君
に
嫁
い
だ

女
性
の
自
作
器
で
あ
る
と
し
、
楊
國
の
所
在
地
を
や
は
り
山
西
省
洪
洞
縣
の
東
南

一
五
キ
ロ
に
位
置
す
る
范
村
に
求
め
る
。

一
方
、
33
王
人
聰
は
、
本
器
は

器
で
は
な
く
、

姓
の
別
の
國
か
ら
姫
姓
の

楊
國
に
嫁
い
だ
女
性
に
よ
る
自
作
器
で
、
晉
人
が
戰
爭
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
戰
利

品
で
あ
り
、
楊

は
六
三
號
墓
の
被
葬
者
で
は
な
い
と
す
る
。
34
孫
慶
偉
も
宣
王

に
よ
る
尚
父
の
封
建
以
前
に

姓
の
楊
國
は
存
在
せ
ず
、
楊

は
姫
姓
の
楊
國
に

嫁
い
だ

姓
の
女
性
と
す
る
。

こ
れ
は
楊

の
楊
を
出
身
地
と
見
る
か
嫁
ぎ
先
と
見
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
の
金
文
の
女
性
稱
謂
の
問
題
は
、
本
銘
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば

王
簋
蓋

（
集
成3871

）
な
ど
に
見
え
る

國
の
君
主
の
姓
を
姫
姓
と
見
る
か
姜
姓
と
見
る

か
な
ど
、
他
の
事
例
を
め
ぐ
っ
て
も
論
爭
と
な
っ
て
い
る
。
35
李
伯
謙
は
、
本
銘

の
「
楊
」
字
に
つ
い
て
彼
女
の
出
身
地
と
嫁
ぎ
先
の
兩
方
の
可
能
性
が
あ
る
と
す

る
一
方
で
、
晉
靖
侯
夫
人
墓
（
九
二
號
墓
）
よ
り

姓
の
女
子
が
自
作
し
た

が

出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
た
だ
し
こ
の
器
に
つ
い
て
は
未
公
表
の
よ
う
で
あ

る
）、
晉
が
近
隣
の

姓
の
楊
國
と
通
婚
し
て
い
た
と
見
る
の
が
自
然
と
し
て
王

人
聰
説
を
批
判
す
る
。
40
張
淑
一
は
、
從
來
の
金
文
中
の
女
性
稱
謂
の
研
究
に
つ

い
て
、
た
と
え
ば

器
の
作
器
者
を
女
性
の
父
し
か
あ
り
得
な
い
と
決
め
つ
け
、

異
姓
の
親
族
が

器
を
作
っ
た
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
な
い
、
少
數
の
例
證
に

よ
っ
て
女
性
稱
謂
の
法
則
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
、
傳
世
文
獻
に
記

載
が
見
え
ず
、
そ
の
姓
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
未
知
の
國
族
に
も
そ
の
法
則

を
安
易
に
適
用
し
が
ち
で
あ
る
な
ど
、
種
々
の
問
題
點
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
二
〇
〇
三
年
に
陝
西
省
眉
縣
楊
家
村
窖
藏
よ
り
發
見
さ
れ
た
四
十
二
年

鼎
（
二
編328
〜329

）
に
「
余
肇
建
長
父
侯
于
楊
、
余
令
（
命
）
女
（
汝
）



九
一

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

奠
長
父
、
休
」【
余
、
肇こ
こ

に
長
父
を
建
て
て
楊
に
侯
た
ら
し
め
、
余
、
汝
に
命
じ

て
長
父
を
奠
め
し
む
る
に
、
休
あ
り
】
と
、
宣
王
期
（
こ
の
銘
は
宣
王
四
十
二
年

の
作
と
見
ら
れ
る
）
に
楊
國
の
封
建
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
述
が
存
在
す
る
こ
と

か
ら
、
本
銘
と
の
關
連
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
十
二
年

鼎
を
主
要

な
資
料
と
し
て
見
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
三
號
の
馬
越
靖
史
「
金
文
通
解　

四
十
二
年
뎾
鼎
」
が
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
本
銘
を
主
要
な
資
料
と
す
る
も

の
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
い
。

四
十
二
年

鼎
の
「
長
父
」
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
宰
相
世
系
表
一
下
の
「
尚

父
」
に
相
當
す
る
と
い
う
見
解
が
多
い
が
、
㉛
李
學
勤
は
、
長
父
が
楊
國
に
封
建

さ
れ
た
宣
王
四
十
二
年
は
、
晉
穆
侯
邦
父
二
十
六
年
に
當
た
り
、
そ
の
翌
年
に
穆

侯
が
亡
く
な
る
こ
と
か
ら
、
穆
侯
が
娶
っ
た
楊

は
長
父
封
建
以
前
に
存
在
し
た

で
あ
ろ
う

姓
の
楊
國
の
出
身
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

㉚
馮
時
が
꾣

に
見
え
る
「
叔
邦
父
」
と
「
叔

」
夫
妻
を
、
晉
侯
邦
父
及
び

楊

と
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
㉛
李
學
勤
が
そ
れ
を
批
判

し
た
こ
と
は
前
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
38
孫
慶
偉
は
こ
の
㉚
馮
時
の
説
に

對
し
て
、
꾣

の
「
邦
父
」
は
晉
侯
邦
父
と
同
一
人
物
で
あ
る
が
、「
叔

」
は

楊

で
は
な
く
晉
穆
侯
の
最
初
の
夫
人
で
あ
り
、
か
つ
六
二
號
墓
の
被
葬
者
で
あ

る
と
す
る
。
そ
し
て
六
三
號
墓
の
被
葬
者
は
、
晉
世
家
に
晉
穆
侯
四
年
に
娶
っ
た

と
あ
る
二
番
目
の
夫
人
の
齊
姜
で
あ
り
、
ま
た
晉
姜
鼎
（
集
成2826

）
の
作
器

者
晉
姜
に
當
た
る
と
す
る
。
本
器
の
形
制
は
河
南
省
三
門
峽
上
村
嶺

國
墓
地
出

土
のM
2011:62

・215

な
ど
に
類
似
し
、
春
秋
早
期
の
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

楊

は
宣
王
四
十
二
年
始
封
の
姫
姓
の
楊
國
に
嫁
い
だ
某
國
の

姓
の
女
性
の
器

で
あ
り
、
楊
と
晉
が
近
隣
の
同
姓
の
國
で
あ
る
縁
か
ら
、
齊
姜
が
亡
く
な
っ
た
際

に
楊
國
夫
人
が
い
わ
ゆ
る
賻ふ
ぼ
う

と
し
て
、
そ
の
自
作
器
を
副
葬
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
と
す
る
（
賻

と
は
葬
儀
の
際
に
喪
主
に
贈
ら
れ
る
物
品
を
指
す
）。

39
李
建
生
も
38
孫
慶
偉
と
同
じ
く
、
本
器
は
穆
侯
夫
人
齊
姜
が
亡
く
な
っ
た
際

に
楊
國
の
夫
人
が
副
葬
し
た
も
の
と
し
、
宣
王
・
幽
王
か
ら
春
秋
初
年
に
か
け
て

の
器
と
す
る
。
41
李
建
生
・
王
金
平
は
、
更
に
山
西
省
洪
洞
縣
永
凝
堡
西
周
墓
葬

M
2

出
土
の
尚
父
簋
に
見
え
る
「
尚
父
」
を
四
十
二
年

鼎
に
見
え
る
「
長
父
」

に
比
定
し
、
長
父
（
尚
父
）
の
楊
國
は
そ
の
墓
葬
の
所
在
す
る
山
西
省
洪
洞
縣
に

あ
っ
た
と
す
る
（
た
だ
し
尚
父
簋
に
つ
い
て
は
未
公
表
の
よ
う
で
あ
る
）。
そ
し

て
本
稿
d
項
で
取
り
上
げ
る
叔
釗
父

に
、
作
器
者
叔
釗
父
（
李
・
王
氏
は
晉
穆

侯
の
兄
弟
と
す
る
）
の
妻
と
し
て
「
柏

」
の
名
が
見
え
る
こ
と
に
注
目
し
、
本

銘
の
楊

も
柏
國
か
ら
楊
國
に
嫁
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
長
父
（
尚
父
）

封
建
以
前
の
「
前
楊
國
」
は

に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
四
十
二
年

鼎
に
記
述

さ
れ
る

へ
の
勝
利
に
よ
り
「
後
楊
國
」
が
再
建
さ
れ
た
と
す
る
が
、
た
だ
そ

の
「
前
楊
國
」
の
君
主
が

姓
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
す
る
。

本
銘
の
楊

の
出
身
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
41
李

建
生
・
王
金
平
の
指
摘
通
り
、
叔
釗
父

の
「
柏

」
と
何
ら
か
の
關
連
が
あ
る

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
楊
國
の
地
望
に
つ
い
て
は
、
山
西
省
洪
洞
縣
な
ど
當
時
の

晉
の
近
隣
と
見
る
説
が
多
く
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
近
年
同

じ
く
山
西
省
の
翼
城
縣
大
河
口
の
西
周
霸
國
墓
地
よ
り
霸
國
に
關
連
す
る
器
銘
が

多
く
發
掘
さ
れ
て
い
る
が
（
山
西
省
考
古
研
究
所
大
河
口
墓
地
聯
合
考
古
隊
「
山

西
翼
城
縣
大
河
口
西
周
墓
地
」、『
考
古
』
二
〇
一
一
年
第
七
期
な
ど
を
參
照
）、

山
西
省
天
馬
―
曲
村
遺
祉M

6197

よ
り
、
こ
の
霸
國
の
君
主
の
作
器
と
見
ら
れ

る
霸
伯
簋
（
新
收939
）
が
出
土
し
て
い
る
。
近
隣
に
位
置
す
る
晉
國
あ
る
い
は
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晉
國
の
貴
族
と
霸
國
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
銘
は
、
當
時
の

晉
國
が
婚
姻
な
ど
を
通
じ
て
周
邊
の
諸
侯
國
と
關
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
を
示
す

資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
價
す
べ
き
で
あ
る
。

楊

の
出
身
に
つ
い
て
は
、
35
李
伯
謙
・
40
張
淑
一
の
批
判
の
通
り
、
少
な
く

と
も
現
段
階
で
は
決
定
が
不
可
能
で
あ
る
。
四
十
二
年

鼎
に
よ
る
と
、
宣
王

四
十
二
年
の
前
後
に
長
父
と
い
う
人
物
が
楊
國
に
封
建
さ
れ
た
こ
と
は
確
定
さ
れ

る
が
、
實
の
所
四
十
二
年

鼎
か
ら
は
、
そ
の
長
父
が
宣
王
の
子
で
あ
る
か
、
ま

た
姫
姓
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
定
さ
れ
な
い
。
長
父
と
尚
父
と
の
音
通
に
つ
い
て

も
、
王
輝
『
古
文
字
通
假
字
典
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
を
參
照
す
る
と
、

傳
世
文
獻
で
は
長
・
尚
兩
字
通
用
の
例
が
存
在
す
る
一
方
で
、
金
文
で
は
本
銘
以

外
に
通
用
の
例
が
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

37
董
珊
は
、
同
一
地
點
を
領
有
し
た

姓
の
楊
國
と
姫
姓
の
楊
國
は
、
前
後
交

替
し
て
い
る
と
し
つ
つ
、
た
と
え
ば
『
左
傳
』
桓
公
十
一
年
に
見
え
る
、
宋
國
の

雍
氏
か
ら
鄭
莊
公
に
嫁
い
だ
雍

な
ど
と
同
樣
に
、
楊

は
出
身
の
邑
を
氏
と
し

た
も
の
で
あ
り
、

姓
の
楊
は
必
ず
し
も
諸
侯
國
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
侯
國
の
楊
と
、
楊
を
采
邑
と
し
た
氏
族
が
竝
存
し

て
い
た
可
能
性
な
ど
、
多
樣
な
状
況
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

「
羞
醴
壺
」
は
、
ほ
か
に
「
羞
鼎
」「
羞
鬲
」「
醴
壺
」
な
ど
の
諸
例
が
金
文
に

見
え
、「
寶
깻
彝
」「
旅
彝
」
の
類
の
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

訓
讀楊

、
羞
醴
壺
を
作
る
。
永
く
寶
用
せ
よ
。

現
代
語
譯

楊

が
羞
醴
壺
を
作
っ
た
。
永
え
に
寶
物
と
し
て
用
い
よ
。

c
䵼
休
簋

時
代　

西
周
中
期
後
半
〜
西
周
晩
期

出
土①

簡
報
に
よ
る
と
、
六
四
號
墓
よ
り
同
銘
の
簋
が
四
件
出
土
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
器
影
等
が
圖
版
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
の
はM

64:109

の
み

の
よ
う
で
あ
る
。

收
藏　

山
西
博
物
院

著
録

①
山
西
省
考
古
研
究
所
・
北
京
大
學
考
古
系
「
天
馬
―
曲
村
遺
址
北
趙
晉
侯
墓
地

第
四
次
發
掘
」（『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
八
期
）

④
上
海
博
物
館
編
『
晉
國
奇
珍
―
山
西
晉
侯
墓
群
出
土
文
物
精
品
』（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

⑥
髙
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
』
第
二
集
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

近
出475

新
收899

模
釋
總
集　

第
七
册
一
九
一
二
〜
一
九
一
三
頁
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漢
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五
號

銘
圖5012

考
釋

㉓
胡
長
春
『
新
出
殷
周
靑
銅
器
銘
文
整
理
與
研
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

上
篇
、562

器
制蓋

付
き
の
方
座
簋
。
四
件
と
も
形
制
・
紋
樣
は
同
じ
。
蓋
の
頂
部
に
は
ラ
ッ
パ

型
の
取
っ
手
が
あ
る
。
器
身
は
口
部
が
外
側
に
廣
が
り
、鼓
腹
状
に
な
っ
て
い
る
。

頸
部
に
は
附
耳
と
柱
型
の
飾
り
が
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
あ
り
、
底
部
は
ほ
と
ん
ど

平
ら
で
あ
る
。
圈
足
は
や
や
低
い
。
方
座
に
は
各
面
に
そ
れ
ぞ
れ
五
、六
個
の
長

方
形
の
孔
が
あ
る
。
蓋
部
・
器
身
・
方
座
に
は
そ
れ
ぞ
れ
直
棱
紋
が
施
さ
れ
て
い

る
。M

64:109

に
つ
い
て
は
、
口
徑24.5

㎝
、
通
高37.2
㎝
で
あ
る
。

王
世
民
・
陳
公
柔
・
張
長
壽
『
西
周
靑
銅
器
分
期
斷
代
研
究
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）、
二
五
六
頁
は
、
一
般
に
西
周
中
期
穆
王
期
の
も
の
と
さ
れ
る
虎

簋
蓋
（
近
出491

・
二
編442

）
の
形
制
・
紋
樣
が
本
器
と
酷
似
し
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
他
に
も
同
樣
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
研
究
が
あ
る
が
、　

こ
れ

に
つ
い
て
は
本
誌
第
三
號
掲
載
の
拙
稿
「
金
文
通
解　

虎
簋
蓋
」
を
參
照
。
こ
れ

ら
の
研
究
の
う
ち
、
彭
裕
商
「
也
論
新
出
虎
簋
蓋
的
年
代
」（『
文
物
』
一
九
九
九

年
第
六
期
）
は
、
本
器
が
a
項
の
晉
侯
邦
父
鼎
と
同
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
西
周
晩

期
の
器
と
位
置
づ
け
、虎
簋
蓋
の
年
代
を
夷
王
期
ま
で
引
き
下
げ
る
。
李
學
勤「
論

虎
簋
蓋
二
題
」（『
華
學
』
第
四
輯
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
本
器
は
そ
も
そ
も
六
四

號
墓
の
被
葬
者
と
見
ら
れ
る
晉
侯
邦
父
の
作
器
で
は
な
く
、そ
の
字
體
か
ら
見
て
、

明
ら
か
に
西
周
晩
期
よ
り
や
や
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
本
器
の
年
代

に
つ
い
て
は
各
著
録
と
も
西
周
晩
期
と
す
る
が
、
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
虎
簋
蓋

が
西
周
中
期
の
穆
王
・
共
王
期
の
作
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
器
に
つ

い
て
も
、
そ
の
年
代
の
上
限
を
西
周
中
期
後
半
に
設
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

䵼
休
簋
器
影
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）　 

䵼
休
簋
蓋
部
銘
文
拓
本
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

銘
文　

蓋
の
内
面
に
四
行
二
五
字
（
う
ち
重
文
一
字
）

隹
正
月
初
吉
、
쀇
（
䵼
）

休
乍
（
作
）
朕
文
考
弔
（
叔
）

氏
깻
렉
（
簋
）。
休
其
萬

年
。
子

孫
永
寶
用
。

銘
文
の
内
容
は
、
䵼
休
が
そ
の
亡
父
叔
氏
の
祭
器
を
作
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も

の
で
、
形
式
と
し
て
は
や
は
り
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
쀇
（
䵼
）
休
」
の
「
䵼
」
字
に
つ
い
て
は
、
㉓
胡
長
春
が
「
䵼

乍
（
作
）
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寶
깻
彝
」【
䵼

、
寶
깻
彝
を
作
る
】
の
銘
を
有
す
る
䵼

（
集
成5251

）
な

ど
の
例
を
擧
げ
て
、「
蔣
」
字
に
當
た
る
と
し
、
本
器
や
䵼

な
ど
は
、『
左
傳
』

僖
公
二
十
四
年
に
「
凡
・
蔣
・
邢
・
茅
・
胙
・
祭
、
周
公
之
胤
也
」【
凡
・
蔣
・
邢
・

茅
・
胙
・
祭
は
、
周
公
の
胤
な
り
】
と
あ
る
蔣
國
の
銅
器
で
あ
る
と
す
る
。
本
銘

な
ど
で
は
こ
の
字
が
少
な
く
と
も
國
族
か
官
名
を
示
す
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
や
は
り
傳
世
文
獻
に
見
え
る
國
族
に
無
理
に
あ
て
は
め
る
必
要
は
あ
る
ま

い
。
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
國
族
・
官
名
を
指
す
の
か
は
待
考
と
し
て
お
く
。

訓
讀隹

れ
正
月
初
吉
、
䵼
休
、
朕
が
文
考
叔
氏
の
깻
簋
を
作
る
。
休
其
れ
萬
年
な
ら

ん
こ
と
を
。
子
子
孫
永
く
寶
用
せ
よ
。

現
代
語
譯

正
月
初
吉
、
䵼
休
が
我
が
文
な
る
亡
父
叔
氏
を
祀
る
た
め
の
簋
を
作
っ
た
。
休

が
萬
年
ま
で
生
き
ら
れ
ま
す
よ
う
。
子
々
孫
々
永
え
に
寶
物
と
し
て
用
い
よ
。

d
叔
釗
父

時
代　

西
周
晩
期

出
土本

銘
に
關
し
て
①
簡
報
に
は
記
載
が
な
く
、④
『
晉
國
奇
珍
』
が
初
出
と
な
る
。

編
號
はM

64:120

と
な
り
、
六
四
號
墓
の
出
土
品
で
あ
る
。

收
藏　

山
西
省
考
古
研
究
所

著
録

④  

上
海
博
物
館
編
『
晉
國
奇
珍
―
山
西
晉
侯
墓
群
出
土
文
物
精
品
』（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

新
收900

二
編119

模
釋
總
集　

第
七
册
二
一
一
七
頁

銘
圖3335

考
釋

㉓  

胡
長
春
『
新
出
殷
周
靑
銅
器
銘
文
整
理
與
研
究
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

上
篇
、184

41  

李
建
生
・
王
金
平
「
周
伐

與
〝
長
父
侯
于
楊
〞
相
關
問
題
」（『
中
原
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
）

器
制上

部
の
甑
と
下
部
の
鬲
に
よ
る
分
體
式
と
な
っ
て
い
る
。
甑
部
に
は
立
耳
が
二

つ
あ
り
、
縁
は
方
唇
で
、
口
部
は
外
側
へ
と
廣
が
り
、
内
壁
は
斜
め
に
ま
っ
す
ぐ

と
な
っ
て
い
る
。底
部
に
十
字
形
の
鏤
孔
が
あ
り
、そ
の
下
の
差
し
込
み
口
に
よ
っ

て
鬲
部
と
接
續
さ
れ
て
い
る
。
鬲
部
は
縁
が
折
れ
て
お
り
、
頸
部
は
短
く
直
頸
と

な
っ
て
い
る
。
腹
部
は
圓
肩
鼓
腹
で
あ
る
。
足
部
は
淺
い
分

式
で
、
四
本
と
も
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蹄
足
と
な
っ
て
い
る
。
鬲
部
に
も
二
つ
附
耳
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
短
梁
に
よ
っ
て

口
縁
と
連
接
さ
れ
て
い
る
。

紋
樣
は
、
甑
部
の
縁
の
下
に
變
形
獸
體
紋
が
あ
り
、
腹
部
に
波
曲
紋
が
あ
る
。

鬲
部
の
袋
腹
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
目
紋
が
あ
る
。
通
高47.9

㎝
、
甑
の
口
部

の
橫
幅
が31.9
㎝
、
縱
幅
が25

㎝
で
あ
る
。

叔
釗
父

器
影
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）　　
　

 

叔
釗
父

銘
文
拓
本
（
④
『
晉
國
奇
珍
』）

銘
文　

上
部
の
内
壁
に
三
行
一
五
字
（
う
ち
重
文
二
字
）

弔
（
叔
）
釗
父
乍
（
作
）

柏

寶
獻
（

）。

子

孫

永
寶
用
。

銘
文
の
、
叔
釗
父
が
柏

の
た
め
の
器
を
作
っ
た
こ
と
を
記
す
。
㉓
胡
長
春
は

「
柏
」
字
に
當
た
る
部
分
を
「
相
（
楊
）」
と
し
、
b
項
で
取
り
擧
げ
た
楊

と
同

一
人
物
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、こ
の
字
は
「
相
」
字
で
は
あ
り
得
ず
、「
柏
」

字
で
問
題
な
い
。
41
李
建
生
・
王
金
平
は
、
b
項
で
見
た
よ
う
に
、
作
器
者
叔
釗

父
を
晉
穆
侯
邦
父
、
柏

を
そ
の
妻
と
し
、
楊

壺
の
作
器
者
楊

も
柏
國
か
ら

楊
國
に
嫁
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
叔
釗
父
が
晉
侯
の
一
族
に
當
た
る
か
ど

う
か
は
留
保
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
叔
釗
父
と
柏

の
關
係
も
、
夫
婦
の
ほ
か
、

子
と
母
、
甥
と
お
ば
な
ど
多
樣
な
關
係
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

柏

の
出
身
國
あ
る
い
は
嫁
ぎ
先
と
見
ら
れ
る
柏
國
に
つ
い
て
は
、
④
『
晉
國

奇
珍
』
は
河
南
省
境
内
の
封
國
と
指
摘
す
る
。
陳
槃
『
春
秋
大
事
表
列
國
爵
姓
及

存
滅
表
譔
異
（
三
訂
本
）』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
六
九
年
）、

捌
拾
に
よ
る
と
、『
左
傳
』
僖
公
五
年
に
そ
の
國
名
が
見
え
、
現
在
の
河
南
省
西

平
縣
に
所
在
し
た
と
あ
る
。

訓
讀叔

釗
父
、
柏

の
寶

を
作
る
。
子
子
孫
孫
永
く
寶
用
せ
よ
。

現
代
語
譯

叔
釗
父
が
柏

の
た
め
の
寶

を
作
っ
た
。
子
子
孫
孫
永
え
に
寶
物
と
し
て
用

い
よ
。

こ
の
ほ
か
、
李
朝
遠
「
晉
侯
墓
地
出
土
靑
銅
器
綜
覽
」（
④
『
晉
國
奇
珍
』。
後

に
『
靑
銅
器
學
步
集
』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
に
收
録
）
に
よ
る
と
、

六
四
號
墓
か
ら
晉
叔
家
父
盤
が
出
土
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
未
公
表
の

よ
う
で
あ
る
。
晉
叔
家
父
の
作
器
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
九
三
號
墓
出
土
の
晉

叔
家
父
壺
（
近
出
九
六
八
）
が
あ
る
。



楚
公
逆
鐘

九
六

附
圖　

西
周
〜
春
秋
前
期
の
楚
國
世
系
（『
史
記
』
楚
世
家
よ
り
）

顓
頊
…
…
鬻
熊

―
熊
麗

―
熊
狂

―
熊
繹

―
熊
艾

―
熊
䵣

―
熊
勝

―
熊
楊

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
――

―
熊
渠

―
熊
毋
康
（
熊
康
・
句
亶
王
）　　
　
　
　
　

―
熊
霜
（
伯
霜
）

―
熊
摯
紅
（
熊
紅
・
鄂
王
）　　
　
　
　
　
　

―
熊
雪
（
仲
雪
）

―
熊
延
（
熊
執
疵
・
越
章
王
）

―
熊
勇　
　

―
熊
堪
（
叔
堪
）

―
熊
嚴

―
熊
徇
（
季
徇
）

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
――

―
熊
咢（
楚
公
逆
）―
熊
儀（
楚
公
𧱌
・
若
敖
）―
熊
坎（
霄
敖
）―
熊
眴（

冒
・
厲
王
）

―
熊
通（
武
王
）…
…

※
た
だ
し
清
華
簡
『
楚
居
』
で
は
、
熊
咢
以
後
の
君
位
の
繼
承
順
が
、

咢
（
熊

咢
）
↓
若
囂
（
若
敖
）
↓
焚
冒
（

冒
）
↓
宵
囂
（
霄
敖
）
↓
武
王
と
な
っ
て
い
る
。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）


